
大
正
八
（
一
九
一
九
）
年
（
汐
歳
）

四
月
、
太
田
水
穂
の
選
に
よ
っ
て
、
「
祈
」
六
首
が
と
も
ね
子
で
載
せ
ら

れ
て
い
る
弓
潮
音
』
「
潮
音
社
選
集
」
５
巻
４
号
）
。
「
祈
」
五
首
目
に
《
御

枢
を
送
り
か
へ
れ
ば
》
と
い
う
表
現
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
し
げ
子
の
近

親
（
肉
親
）
で
あ
る
可
能
性
は
低
い
。
た
と
え
ば
芥
川
と
の
出
会
い
（
六
月
）

本
稿
は
、
前
赫
に
ひ
き
続
き
、
秀
し
げ
子
が
大
正
期
文
壇
に
接
近
し
、
芥

川
龍
之
介
と
出
会
っ
た
大
正
八
年
以
後
の
彼
女
の
後
半
生
、
特
に
歌
人
と
し

て
の
足
跡
を
中
心
に
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
芥
川
没
後
の
彼
女
の

消
息
に
つ
い
て
は
ま
だ
充
分
に
調
査
が
及
ん
で
お
ら
ず
、
主
と
し
て
芥
川
の

自
殺
前
後
ま
で
の
時
期
を
対
象
と
し
て
い
る
。

第
四
章
芥
川
龍
之
介
と
の
遁
遁

承
前 〈

秀
し
げ
子
〉
の
た
め
に
Ⅱ

ｌ
〈
噂
〉
の
女
の
足
跡
Ｉ

（
秀
し
げ
子
〉
の
た
め
に
Ⅱ

以
後
の
作
「
深
霧
」
（
『
潮
音
」
７
巻
９
号
）
の
一
首
《
は
は
そ
ぱ
の
母
の
情

け
に
云
ふ
ま
じ
き
秘
言
さ
へ
も
明
し
ぬ
る
か
な
》
に
は
母
が
登
場
す
る
。
頻

繁
に
〈
愁
い
〉
を
も
詠
ん
だ
こ
の
時
期
の
《
秘
言
》
が
、
芥
川
と
の
関
係
を

指
す
か
否
か
は
微
妙
だ
が
、
《
秘
言
》
を
打
ち
明
け
る
相
手
と
な
る
母
は
彼

女
の
実
母
で
あ
ろ
う
（
実
父
は
前
年
四
月
以
前
に
死
亡
）
。
《
御
枢
》
の
主
が

秀
夫
婦
に
ゆ
か
り
の
近
親
と
す
る
な
ら
、
文
逸
側
の
人
物
だ
っ
た
可
能
性
が

高
い
。
同
月
、
潮
音
社
社
友
の
宮
澤
雨
絃
選
者
に
よ
っ
て
、
前
月
（
三
月
）

号
に
発
表
し
た
ら
し
い
秀
し
げ
子
の
歌
一
首
が
選
ば
れ
て
い
る
（
『
潮
音
』
潮

音
前
月
抄
」
５
巻
４
歳
一
・

五
月
、
「
朝
雀
」
八
首
を
秀
し
げ
子
で
発
表
（
『
潮
音
』
二
人
八
詠
」
５

巻
５
号
）
。
同
月
七
日
頃
、
大
森
海
岸
停
留
場
傍
四
二
の
須
山
に
《
轌
地
》

（
３
）

静
養
し
、
二
十
一
日
頃
に
は
逗
子
葉
山
に
あ
る
《
堀
内
高
井
》
方
に
し
ば
ら

く
滞
在
し
て
い
電

六
月
十
日
、
「
十
日
會
」
例
会
の
席
上
で
芥
川
龍
之
介
（
当
時
刀
歳
）
と

出
会
う
。
当
日
は
じ
め
て
「
十
日
會
」
に
出
席
し
た
龍
之
介
は
、
そ
の
席
上

で
古
く
か
ら
の
「
十
日
會
一
会
員
で
あ
っ
た
秀
し
げ
子
を
見
か
け
、
そ
こ
で

中
田
睦
美

一
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彼
女
の
紹
介
を
、
こ
れ
も
以
前
か
ら
一
十
日
會
」
の
参
加
者
で
あ
っ
た
広
津

和
郎
に
願
い
出
て
、
二
人
は
挨
拶
を
交
わ
し
た
ら
し
い
。
そ
し
て
、
こ
の
会

の
翌
日
（
十
一
日
）
に
は
、
し
げ
子
の
も
と
に
芥
川
か
ら
書
簡
と
創
作
集
が

送
ら
れ
て
い
る
。
彼
ら
の
出
会
い
は
「
文
壇
風
聞
記
芥
川
氏
の
社
交
振
り
」

（
Ａ
）
と
し
て
、
当
時
の
文
壇
ゴ
シ
ッ
プ
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
注
目
を
浴
び

た
。
し
げ
子
の
紹
介
を
芥
川
に
せ
が
ま
れ
た
と
い
う
経
緯
は
、
広
津
和
郎
が

短
篇
「
彼
女
」
に
具
体
的
な
光
景
と
し
て
描
い
て
い
る
。
同
月
、
社
友
の
齊

賀
琴
子
の
選
に
よ
っ
て
、
前
月
掲
載
の
「
朝
雀
」
よ
り
一
首
が
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
（
『
潮
音
』
「
潮
音
前
月
抄
」
５
巻
６
号
）
。

六
月
二
十
七
日
の
「
よ
み
う
り
抄
一
に
よ
る
と
、
し
げ
子
の
消
息
と
し
て

《
雨
三
日
前
歸
京
》
と
あ
り
、
六
月
二
十
三
・
四
日
あ
た
り
の
帰
京
を
伝
え

て
い
る
が
、
旅
先
や
出
発
時
期
は
不
明
で
あ
る
。
同
月
十
日
の
「
十
日
會
」

に
出
席
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
五
月
後
半
の
逗
子
葉
山
の
滞
在
か
ら
い

ち
ど
帰
京
し
、
「
十
日
會
」
へ
出
席
、
そ
の
後
さ
ら
に
ど
こ
か
へ
赴
い
た
の

で
あ
ろ
う
。
引
き
続
き
同
記
事
は
、
し
げ
子
の
八
月
の
避
暑
地
先
が
信
州
で

あ
る
と
伝
え
て
い
る
。

七
月
、
「
夕
雲
」
八
首
を
秀
し
げ
子
で
発
表
（
『
潮
音
』
二
人
八
詠
」
５

マ
マ

巻
６
号
）
。
同
月
十
三
日
（
日
曜
日
）
午
前
十
時
よ
り
北
多
摩
郡
滝
野
川
村

田
端
二
八
三
番
地
（
太
田
青
丘
『
太
田
水
穂
と
潮
音
の
流
れ
』
昭
郷
・
８
、

短
歌
新
聞
社
）
の
潮
音
社
新
居
で
開
か
れ
た
潮
音
社
創
立
満
四
周
年
記
念
短

歌
会
に
出
席
す
る
。
出
席
総
数
は
二
十
三
名
で
、
会
費
は
四
拾
銭
、
兼
題
「
夏

草
」
を
各
自
披
講
し
て
い
る
。
当
日
の
即
題
は
「
光
」
と
「
瓦
」
で
あ
っ
た

（
『
潮
音
』
５
巻
８
号
）
。

八
月
、
「
宵
闇
」
八
首
を
秀
し
げ
子
で
発
表
（
『
潮
音
』
「
一
人
八
詠
」
５

巻
８
号
）
。
ま
た
、
先
月
の
「
潮
音
社
記
念
短
歌
會
」
の
報
告
が
な
さ
れ
、

出
席
者
に
課
さ
れ
て
い
た
兼
題
「
夏
草
」
は
競
詠
の
た
め
入
選
し
て
い
な
い

が
、
即
題
の
「
光
」
で
し
げ
子
の
歌
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
含
潮
音
』
５
巻

８
号
）
。
同
月
、
避
暑
の
た
め
に
信
州
へ
赴
く
（
六
月
の
項
参
照
）
。

九
月
十
日
、
「
十
日
會
」
で
芥
川
と
再
会
す
る
。
「
我
鬼
窟
日
録
」
に
よ
る

と
、
し
げ
子
の
こ
と
を
芥
川
は
《
愁
人
》
と
呼
ん
で
い
る
。
同
月
十
五
日
に

も
、
二
人
は
個
人
的
に
出
会
っ
て
お
り
、
そ
の
約
束
は
こ
の
と
き
の
「
十
日

會
」
の
席
上
で
か
わ
さ
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
同
月
二
十
五
日

に
も
、
二
人
は
逢
瀬
を
交
わ
し
て
い
る
（
「
我
鬼
窟
日
録
こ
。
同
月
、
「
深
む

思
」
八
首
を
秀
し
げ
子
で
発
表
（
『
潮
音
」
５
巻
９
号
）
。

十
月
六
日
、
岩
野
泡
鳴
主
催
の
《
月
見
會
》
へ
出
席
（
Ａ
）
、
泡
鳴
の
日

記
に
よ
る
と
、
当
日
は
《
雲
》
天
で
あ
っ
麓
』
同
月
二
十
日
前
頃
、
し
げ
子

は
芥
川
宛
に
書
簡
を
送
っ
て
い
る
ら
し
い
。
こ
の
こ
と
は
芥
川
か
ら
佐
佐
木

茂
索
に
宛
て
た
同
月
二
十
一
日
付
書
簡
の
文
面
《
丁
度
こ
の
手
紙
を
出
し
て

一
日
位
す
る
と
君
（
佐
佐
木
ｌ
筆
者
註
）
の
書
い
た
封
筒
の
手
紙
が
届
く
筈

だ
か
ら
返
事
を
す
る
の
は
見
合
わ
せ
て
く
れ
》
と
あ
る
こ
と
か
ら
推
測
さ
れ

る
。
文
面
に
よ
る
と
、
芥
川
は
佐
佐
木
の
来
信
を
装
っ
た
封
書
に
よ
っ
て
、

し
げ
子
と
書
簡
の
や
り
と
り
を
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
同
じ
く
二
十
八
日

付
の
佐
佐
木
宛
芥
川
書
簡
に
《
こ
の
頃
君
の
手
紙
が
一
週
に
二
三
通
来
る
》
）

と
あ
り
、
こ
の
前
後
、
し
げ
子
は
盛
ん
に
芥
川
宛
書
簡
を
送
付
し
た
ら
し
い
。

同
月
、
「
山
の
湯
」
八
首
を
発
表
（
『
潮
音
』
二
人
八
詠
」
５
巻
加
号
）
。

十
一
月
十
八
日
付
の
佐
佐
木
宛
芥
川
書
簡
に
よ
れ
ば
、
《
今
日
茂
索
二
世

一
一
一
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大
正
九
（
一
九
二
○
）
年
（
如
歳
）

二
月
、
「
沼
の
夕
」
八
首
を
秀
し
げ
子
で
発
表
会
潮
音
』
６
巻
２
号
）
。

三
月
、
「
伊
豆
山
荘
」
七
首
が
秀
鞆
音
で
掲
載
さ
れ
る
（
『
潮
音
』
「
潮
音

社
選
集
」
６
巻
３
号
）
。

な
お
、
こ
れ
以
降
は
特
に
断
ら
な
い
か
ぎ
り
、
歌
の
署
名
は
す
べ
て
「
秀

し
げ
子
」
で
あ
る
。
彼
女
は
、
秀
鞆
音
子
・
秀
鞆
音
・
鞆
音
・
と
も
ね
子
と

い
っ
た
雅
号
を
慨
ね
大
正
八
年
四
月
ま
で
し
か
使
用
し
て
お
ら
ず
、
以
降
は
、

よ
り
来
書
そ
の
返
事
の
や
う
な
顔
を
し
て
君
に
手
紙
を
書
》
い
た
と
あ
り
、

同
月
十
五
日
前
後
に
も
、
し
げ
子
は
芥
川
に
手
紙
を
送
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
や
り
と
り
は
、
同
月
二
十
五
日
、
芥
川
が
し
げ
子
の
自
宅
に
《
夜
お
そ

く
ま
で
（
中
略
）
す
は
り
こ
み
》
、
し
げ
子
か
ら
《
意
氣
な
紙
入
れ
ま
で
貰

っ
て
歸
つ
た
》
と
い
う
（
岡
栄
一
郎
「
芥
川
の
短
冊
」
『
文
芸
春
秋
』
昭
泌

・
３
，
Ａ
）
訪
問
を
め
ぐ
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
六
月
に
続
き
、
こ
の
月

（
６
）

の
「
文
壇
風
聞
記
」
に
も
二
人
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
。
こ
の
時
期
の
佐

佐
木
茂
索
と
芥
川
と
の
交
流
が
、
し
げ
子
と
芥
川
と
の
関
係
を
よ
く
映
し
出

す
ひ
と
つ
の
手
が
か
り
と
も
考
え
ら
れ
る
。
同
月
、
「
木
の
葉
の
音
」
五
首

が
秀
し
げ
子
で
、
太
田
水
穂
の
選
に
よ
っ
て
選
ば
れ
て
い
る
（
『
潮
音
』
「
潮

音
社
選
集
（
其
三
ご
５
巻
ｎ
号
）
。

十
二
月
、
「
冬
近
し
」
七
首
が
秀
し
げ
子
で
掲
載
（
『
潮
音
』
「
潮
音
社
選

集
」
５
巻
廻
号
）
。

第
五
章
鞆
音
か
ら
し
げ
子
へ

（
秀
し
げ
子
〉
の
た
め
に
Ⅱ

も
っ
ぱ
ら
秀
し
げ
子
と
い
う
本
名
を
用
い
て
い
る
。
た
だ
し
、
同
月
の
「
伊

豆
山
荘
」
の
み
秀
鞆
音
を
使
用
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
、
彼
女
に
心
境
の
変

化
を
も
た
ら
す
何
ら
か
の
事
件
が
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
、
鞆
音
と
い
う
雅
号

が
し
だ
い
に
し
げ
子
の
心
境
に
は
合
わ
な
く
な
っ
て
き
た
の
か
、
そ
の
理
由

（
７
）

は
ま
だ
不
明
で
あ
る
。
芥
川
と
出
会
う
ニ
カ
前
よ
り
も
っ
ぱ
ら
本
名
を
使
用

し
始
め
る
こ
と
か
ら
芥
川
と
の
出
会
い
が
原
因
に
な
っ
た
可
能
性
は
少
な
い

で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
し
げ
子
自
身
の
内
面
に
即
し
て
、
鞆
音
と
い
う
雅
号

か
ら
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
ど
こ
か
中
性
的
な
仮
面
を
脱
ぎ
捨
て
、
一
個
の
人
間

と
し
て
、
あ
る
い
は
一
女
性
と
し
て
の
内
実
を
率
直
に
歌
う
と
い
う
意
志
の

表
明
で
あ
る
と
受
け
取
り
た
い
。

四
月
、
一
春
の
雪
」
八
首
を
発
表
（
『
潮
音
』
「
一
人
八
詠
一
６
巻
４
号
）
。

同
月
十
日
午
後
二
時
か
ら
、
し
げ
子
を
含
む
六
名
（
泡
鳴
、
翠
子
、
英
子
、

し
げ
子
、
駒
子
、
落
葉
）
が
、
森
ヶ
崎
鑛
泉
旅
館
大
金
で
の
「
十
日
會
」
春

（
８
）

季
大
会
に
参
加
し
た
が
、
し
げ
子
は
そ
の
世
話
人
と
し
て
出
席
し
て
い
る
。

同
月
十
九
日
、
馬
場
孤
蝶
・
若
山
牧
水
ら
が
発
起
人
と
な
り
、
福
永
挽
歌
の

短
篇
集
出
版
を
記
念
す
る
弓
夜
の
海
』
の
會
」
と
称
す
る
会
が
永
楽
倶
楽

（
９
）

部
に
て
午
後
五
時
よ
り
開
か
れ
、
し
げ
子
も
出
席
し
て
い
る
。
こ
の
弓
夜

の
海
』
の
會
」
の
全
体
写
真
と
秀
し
げ
子
の
名
前
が
同
月
二
十
五
日
付
け
の

読
売
新
聞
第
七
面
の
上
段
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

五
月
、
潮
音
社
の
唐
木
田
李
村
に
よ
る
「
品
評
録
（
一
○
）
」
に
前
月
の

二
人
八
詠
」
に
対
す
る
批
評
が
あ
り
、
そ
こ
で
し
げ
子
の
「
春
の
雪
」
の

一
首
に
つ
い
て
《
女
性
固
有
の
歌
ひ
振
り
で
頗
る
感
傷
的
で
（
中
略
）
内
的

観
照
が
足
り
な
い
》
と
酷
評
さ
れ
て
い
る
（
『
潮
音
』
６
巻
５
号
）

一
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六
月
、
「
眞
間
の
堀
割
」
八
首
を
発
表
会
潮
音
』
二
人
八
詠
」
６
巻
６

号
）
。
同
月
九
日
、
「
故
岩
野
泡
鳴
氏
追
悼
會
」
が
、
《
徳
田
秋
聲
・
田
山
花

袋
（
中
略
）
菊
池
寛
》
ら
を
発
起
人
と
し
、
雑
司
谷
の
開
泉
閣
で
午
後
五
時

（
川
）

か
ら
開
か
れ
て
い
る
。
四
、
五
十
人
が
集
い
、
し
げ
子
も
列
席
し
て
い
る
。

食
事
の
途
中
に
、
記
念
帳
へ
寄
せ
書
き
を
し
た
ら
し
い
が
、
現
物
は
未
確
認

（
Ⅲ
）

で
あ
る
。
駅
ま
で
の
帰
路
を
三
嶋
章
道
と
と
も
に
す
る
。
以
後
、
毎
月
九
日

（
砲
）

泡
鳴
忌
日
に
巣
鴨
一
○
八
二
の
故
人
宅
で
「
泡
鳴
會
」
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

毎
月
の
泡
鳴
忌
に
し
げ
子
が
列
席
し
て
い
た
の
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

八
月
、
「
篭
り
居
」
八
首
を
発
表
（
「
潮
音
』
「
一
人
八
詠
」
６
巻
８
号
）
。

同
号
に
潮
音
社
の
橘
友
孝
に
よ
る
「
品
評
録
（
一
四
）
」
が
前
月
号
に
触
れ

た
「
特
選
及
び
八
詠
」
と
し
て
載
り
、
そ
こ
で
し
げ
子
の
作
品
「
眞
間
の
堀

割
」
の
一
首
を
取
り
上
げ
、
叙
景
と
心
情
と
が
得
難
い
境
地
で
詠
わ
れ
、
敬

意
を
表
し
た
い
と
評
価
し
て
い
る
（
『
潮
音
』
６
巻
８
号
）
。

九
月
、
「
息
安
く
」
八
首
を
発
表
（
『
潮
音
』
二
人
八
詠
」
６
巻
９
号
）
。

十
月
、
雑
誌
『
新
潮
』
に
批
評
「
根
本
に
鯛
れ
た
描
蔦
」
を
寄
せ
、
有
島

武
郎
の
「
或
る
女
」
や
芥
川
龍
之
介
の
「
秋
」
を
論
評
、
こ
れ
ら
と
比
べ
て

ト
ル
ス
ト
イ
・
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
・
ゲ
ー
テ
・
イ
ブ
セ
ン
ら
の
描
く
女
性

た
ち
の
個
性
は
《
歴
然
と
し
て
讃
後
の
心
を
領
さ
ず
に
は
を
り
ま
せ
ん
》
と

述
べ
、
花
袋
や
龍
之
介
ら
の
作
品
に
は
女
性
の
本
質
が
丁
寧
に
描
か
れ
て
い

な
い
と
批
判
し
て
い
る
。
同
月
九
日
、
慶
応
義
塾
大
学
・
三
田
ホ
ー
ル
で
、

間
宮
茂
輔
ら
の
同
人
雑
誌
『
ネ
ス
ト
』
主
催
の
文
芸
講
演
会
が
開
か
れ
、
講

師
と
し
て
呼
ば
れ
た
芥
川
は
「
文
藝
雑
観
」
と
題
す
る
講
演
を
行
う
。
講
演

後
、
主
催
者
側
が
《
三
田
通
の
カ
フ
ヱ
》
に
講
師
や
知
名
の
来
賓
を
招
待
し

大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
（
訓
歳
）

一
月
、
二
男
一
彦
を
出
産
す
る
（
Ａ
・
Ｂ
．
Ｃ
・
Ｆ
）
。
二
男
・
一
彦
は
、

早
稲
田
大
学
商
学
部
を
卒
業
し
、
東
京
急
行
電
鉄
会
社
に
勤
務
し
た
と
伝
え

ら
れ
趣

二
月
、
「
篭
り
宿
一
八
首
を
発
表
（
『
潮
音
』
７
巻
２
尉
一
。

四
月
、
「
春
浅
く
一
八
首
を
発
表
（
『
潮
音
』
７
巻
４
号
）
。

五
月
、
「
落
ち
居
ぬ
心
」
三
首
が
掲
載
さ
れ
る
（
『
潮
音
』
「
潮
音
社
選
集
」

７
巻
５
号
）
。
同
月
十
五
日
『
現
代
婦
人
詩
歌
選
集
』
が
婦
女
會
社
よ
り
刊

行
さ
れ
る
。
同
書
中
の
正
富
汪
洋
執
筆
に
よ
る
「
明
治
大
正
婦
人
詩
歌
小
史
一

の
中
で
、
秀
し
げ
子
の
出
身
地
と
歌
三
首
が
確
認
さ
れ
る
。
本
書
に
お
い
て
、

彼
女
が
春
草
会
の
会
員
で
あ
り
、
ま
た
、
ど
の
派
に
も
属
さ
な
い
歌
人
の
ひ

と
り
で
あ
る
こ
と
も
紹
介
さ
れ
て
い
通
た
だ
し
、
こ
の
時
期
、
依
然
と
し

て
彼
女
の
短
歌
は
『
潮
音
』
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
点
も
改
め
て
考
察

し
た
い
。

六
月
、
「
を
り
を
り
」
五
首
掲
載
弓
潮
音
』
「
潮
音
社
選
集
－
７
巻
６
号
）
・

マ
マ

七
月
、
「
雨
」
八
首
を
発
表
（
『
潮
音
』
「
一
人
八
詠
」
７
巻
６
号
）
。

八
月
二
日
、
「
よ
み
う
り
婦
人
欄
一
（
『
讃
實
新
聞
』
第
４
面
）
の
「
春
草

た
が
、
そ
の
席
上
に
秀
し
げ
子
も
居
た
。
大
橋
房
子
（
佐
佐
木
茂
索
の
妻
ｌ

（
旧
一

筆
者
注
）
と
共
に
芥
川
の
傍
ら
に
座
っ
て
い
た
ら
し
い
（
Ａ
）
。
同
月
、
「
残

る
あ
つ
さ
」
八
首
を
発
表
（
『
潮
音
』
６
巻
叩
号
）
。

十
一
月
、
「
秋
思
」
五
首
が
選
ば
れ
て
い
る
（
『
潮
音
』
「
潮
音
社
選
集
」

６
巻
皿
号
）
。

二
八



會
詠
草
」
七
月
例
会
の
項
に
一
首
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
席
題
は
無
題
で
あ
っ

た
。
同
月
七
日
の
日
曜
日
、
十
日
会
の
会
員
ら
と
共
に
大
磯
に
あ
る
三
島
章

道
の
別
荘
へ
赴
き
、
大
磯
海
岸
で
海
水
浴
を
楽
し
ん
で
い
る
。
こ
の
催
し
が

「
十
日
會
々
員
の
大
磯
行
」
と
し
て
同
月
十
四
日
の
読
売
新
聞
に
掲
載
さ
れ
、

当
該
記
事
の
副
題
に
「
ど
ん
と
つ
く
波
」
と
記
さ
れ
、
大
磯
海
岸
の
浜
辺
に

坐
る
水
着
姿
の
十
日
会
会
員
ら
の
写
真
と
、
お
そ
ら
く
三
島
章
道
の
別
荘
と

思
わ
れ
る
場
所
で
の
会
員
ら
の
写
真
二
点
が
あ
り
、
そ
こ
に
秀
し
げ
子
の
名

（
Ⅳ
）

前
も
見
ら
れ
る
が
、
当
人
の
姿
は
確
認
で
き
な
い
。

九
月
、
「
深
霧
」
八
首
を
発
表
含
潮
音
』
７
巻
９
号
）
。

十
月
、
「
秋
」
五
首
が
載
せ
ら
れ
る
（
『
潮
音
』
「
潮
音
社
選
集
」
７
巻
畑

号
）
。
同
月
五
日
、
「
よ
み
う
り
婦
人
欄
」
（
『
讃
賓
新
聞
』
第
４
面
）
｜
春
草

會
詠
草
北
川
浅
二
夫
人
追
悼
会
」
の
項
に
一
首
掲
載
。
同
月
十
日
、
潮
音

社
の
東
京
地
区
で
の
催
し
と
し
て
、
「
潮
音
社
十
日
會
（
十
月
例
會
ご
が
田

端
の
潮
音
社
で
午
後
六
時
よ
り
開
か
れ
、
し
げ
子
も
出
席
し
て
い
る
。
潮
音

社
例
会
の
出
席
者
は
十
九
名
で
あ
り
、
十
月
号
の
歌
に
つ
い
て
互
い
に
評
し

合
い
、
ま
た
現
代
歌
壇
が
《
外
界
》
か
ら
受
け
る
感
覚
や
感
動
に
の
み
終
始

す
る
傾
向
を
批
判
し
、
《
責
感
に
就
て
》
注
意
す
べ
き
問
答
が
交
わ
さ
れ
、

そ
の
例
は
西
行
や
実
朝
や
芭
蕉
に
も
お
よ
ん
だ
と
さ
れ
る
。
散
会
は
午
後
十

一
時
で
あ
る
（
『
潮
音
』
７
巻
廻
号
）
。

十
一
月
、
「
那
須
野
」
八
首
を
発
表
（
『
潮
音
』
７
巻
皿
号
）
。
同
月
十
八

日
、
「
よ
み
う
り
婦
人
欄
」
（
『
讃
責
新
聞
』
第
４
面
）
「
春
草
會
詠
草
」
に
兼

題
「
瞳
」
で
一
首
掲
載
さ
れ
る
。

十
二
月
、
「
行
樂
」
六
首
が
掲
載
さ
れ
る
（
『
潮
音
」
「
潮
音
選
集
」
７
巻

〈
秀
し
げ
子
〉
の
た
め
に
Ⅱ

大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
（
五
歳
）

一
月
一
日
の
『
讃
責
新
聞
』
第
四
面
に
、
し
げ
子
の
「
早
春
」
と
題
す
る

十
首
が
単
独
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
同
月
十
日
、
し
げ
子
と
土
方
輿
志
が
幹

事
と
な
っ
て
、
夕
刻
か
ら
神
田
の
中
華
料
理
店
第
一
襖
で
十
日
会
の
一
月
例

（
肥
）

会
を
催
し
て
い
る
。
同
月
二
○
日
、
「
よ
み
う
り
婦
人
欄
」
（
『
讃
寶
新
聞
』

第
４
面
）
「
春
草
會
詠
草
一
の
項
に
兼
題
「
新
年
雑
詠
」
で
一
首
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
し
げ
子
は
一
月
一
日
の
『
讃
寶
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
十
首
の
う

ち
一
首
を
再
び
詠
ん
で
い
る
。

二
月
、
無
題
で
六
首
が
掲
載
さ
れ
る
含
潮
音
』
「
潮
音
詠
草
」
８
巻
２
号
）
。

同
月
二
十
六
日
午
後
一
時
か
ら
清
水
谷
公
園
の
皆
香
園
で
開
催
さ
れ
た
春
草

会
の
五
十
回
記
念
会
に
出
席
し
て
い
る
。
出
席
者
は
十
五
名
で
、
そ
の
う
ち

女
性
は
六
名
で
あ
っ
た
。
翌
日
の
『
讃
賓
新
聞
』
に
「
春
草
會
記
念
會
」
と

廻
号
）
。
同
号
の
「
感
想
と
雑
録
」
に
、
福
原
廣
と
い
う
潮
音
社
同
人
の
投

書
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
福
原
は
《
潮
音
の
社
友
の
人
々
》
で
印
象
の
深
い

人
々
が
十
数
人
い
る
と
述
べ
、
そ
の
な
か
で
《
安
達
不
死
鳥
・
秀
し
げ
子
・

松
澤
い
そ
え
、
中
村
霞
水
・
野
村
鳴
淑
・
福
井
忠
雄
》
ら
の
名
を
挙
げ
、
彼

ら
社
友
が
《
妙
に
私
の
頭
を
占
領
し
て
ゐ
ま
す
》
と
記
す
。
さ
ら
に
、
印
象

的
な
作
と
し
て
、
前
月
号
所
載
の
し
げ
子
の
「
那
須
野
」
中
か
ら
一
首
《
う

ら
ぶ
れ
の
心
か
な
し
も
逢
ひ
が
た
き
む
な
し
さ
を
な
ほ
た
の
み
け
る
か
も
》

を
あ
げ
て
い
る
（
『
潮
音
』
「
潮
音
選
集
」
）
。
同
月
六
日
、
「
よ
み
う
り
婦
人

欄
」
（
『
讃
實
新
聞
』
第
４
面
）
「
春
草
會
詠
草
」
に
兼
題
「
旅
」
で
一
首
掲

載
さ
れ
て
い
る
。

－

一

九



記
さ
れ
た
女
性
六
名
の
み
の
大
写
し
の
写
真
と
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が
付
さ
れ
、

し
げ
子
の
姿
も
鮮
明
に
写
っ
て
い
麺

三
月
一
日
、
「
よ
み
う
り
婦
人
欄
」
（
『
讃
責
新
聞
』
第
４
面
）
「
春
草
會
詠

草
」
の
項
に
即
題
「
水
」
で
一
首
掲
載
。
掲
載
日
か
ら
推
す
と
、
前
月
二
十

六
日
に
催
さ
れ
た
春
草
会
の
五
十
回
記
念
会
を
さ
す
と
も
考
え
ら
れ
、
ま
ぎ

ら
わ
し
い
。
た
だ
し
、
詠
草
の
サ
ブ
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
は
「
五
十
回
記
念
會
一

の
記
述
は
な
く
、
即
題
も
「
水
一
で
あ
り
、
し
げ
子
の
掲
載
歌
も
二
十
六
日

に
詠
ま
れ
た
も
の
と
異
な
る
の
で
、
定
例
の
三
月
例
会
に
お
け
る
詠
草
と
み

て
よ
い
だ
ろ
う
。

四
月
、
「
特
選
」
と
い
う
項
目
で
「
春
寒
」
八
首
が
掲
載
さ
れ
る
（
『
潮
音
』

「
感
想
と
雑
録
」
８
巻
４
号
）
。
同
月
二
四
日
、
「
よ
み
う
り
婦
人
欄
一
（
『
讃

寅
新
聞
』
第
４
面
）
「
春
草
會
詠
草
」
四
月
例
会
の
項
に
即
題
「
色
一
で
一

首
掲
載
。

五
月
、
無
題
で
八
首
が
掲
載
さ
れ
る
（
『
潮
音
』
「
潮
音
詠
草
－
８
巻
５
号
）
。

同
月
二
十
五
日
午
後
五
時
か
ら
神
田
萬
世
橋
の
西
洋
料
理
店
ミ
カ
ド
で
、
春

草
会
が
「
歌
集
『
黄
水
仙
』
の
會
」
と
し
て
会
員
の
秋
元
松
子
の
歌
集
出
版

（
加
｝

記
念
会
を
催
し
、
し
げ
子
も
出
席
し
て
い
る
。
同
月
三
一
日
、
「
よ
み
う
り

婦
人
欄
」
（
『
讃
責
新
聞
』
第
４
面
）
「
春
草
會
詠
草
（
下
）
」
「
黄
水
仙
の
會
」

の
項
に
兼
題
「
黄
」
で
一
首
掲
載
。

八
月
十
八
日
、
「
よ
み
う
り
婦
人
欄
」
（
『
讃
賓
新
聞
』
第
４
面
）
「
春
草
會

詠
草
」
八
月
例
会
の
項
に
即
題
「
手
」
で
一
首
掲
載
。

十
月
十
日
、
秀
し
げ
子
と
長
谷
川
零
餘
子
が
十
日
会
の
幹
事
と
な
っ
て
、

（
訓
）

午
後
六
時
か
ら
ミ
カ
ド
で
十
月
例
会
を
催
し
て
い
る
。
同
月
二
八
日
、
「
よ

大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
（
羽
歳
）

一
月
十
四
日
午
前
十
時
よ
り
、
潮
音
社
主
催
の
「
新
年
短
歌
會
一
が
晩
餐

を
含
む
会
費
八
十
銭
で
田
端
の
潮
音
社
に
て
開
か
れ
、
出
席
し
て
い
る
。
当

日
の
出
席
者
は
二
十
六
名
で
あ
り
、
兼
題
は
「
眼
前
即
事
」
と
さ
れ
、
個
々

人
の
雑
詠
が
詠
ま
れ
、
競
詠
を
し
て
い
る
。
社
友
ら
の
詠
ん
だ
歌
に
対
し
、

太
田
の
批
評
や
余
興
が
続
き
、
散
会
は
午
後
十
時
に
な
っ
た
（
『
潮
音
』
９

巻
２
号
）
。
同
月
一
八
日
、
「
よ
み
う
り
文
藝
」
（
『
讃
費
新
聞
』
第
７
面
）
「
春

草
會
詠
草
新
年
發
會
」
の
項
に
即
題
。
」
で
一
首
掲
載
。

二
月
、
潮
音
社
の
「
新
年
短
歌
會
詠
草
」
に
秀
し
げ
子
の
歌
も
掲
載
さ
れ

み
う
り
婦
人
欄
一
（
『
讃
寶
新
聞
』
第
４
面
）
「
春
草
會
詠
草
」
十
月
例
会
の

項
に
即
題
一
病
」
で
一
首
掲
載
。

十
二
月
二
六
日
、
一
よ
み
う
り
婦
人
欄
」
今
讃
責
新
聞
』
第
４
面
）
「
春
草

會
詠
草
」
納
会
の
項
に
即
題
「
林
檎
」
で
一
首
掲
載
。

こ
の
年
、
し
げ
子
は
小
唄
を
井
上
光
子
に
師
事
し
、
二
年
後
（
大
正
十
三

年
）
に
は
名
取
と
な
っ
て
「
井
上
光
代
」
を
名
乗
り
、
小
唄
教
授
の
看
板
を

掲
げ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
時
期
は
特
定
で
き
な
い
が
、
茶
道
の
裏
千
家

（
奴
）

や
邦
舞
の
坂
東
流
に
つ
い
て
も
師
範
の
免
許
を
取
得
し
た
ら
し
い
。
た
と
え

ば
、
『
潮
音
』
二
月
号
に
載
せ
ら
れ
た
歌
の
な
か
に
《
ひ
と
す
じ
に
踊
り
つ

か
れ
て
》
と
詠
む
歌
が
あ
り
、
こ
の
年
の
一
月
ご
ろ
に
は
舞
い
に
打
ち
込
む

日
々
が
あ
り
、
坂
東
流
の
免
許
取
得
も
こ
の
時
期
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
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て
い
る
（
『
潮
音
』
９
巻
２
号
）
。
同
月
一
三
日
、
「
よ
み
う
り
婦
人
欄
」
（
『
讃

費
新
聞
』
第
４
面
）
「
春
草
會
詠
草
」
二
月
例
会
に
「
無
」
で
一
首
掲
載
。

（
刀
）

三
月
十
三
日
前
後
、
京
都
に
旅
行
し
て
い
る
。
同
月
二
七
日
、
「
よ
み
う

り
婦
人
欄
」
（
『
讃
實
新
聞
』
第
４
面
）
一
春
草
會
詠
草
」
三
月
例
会
に
席
題

「
中
」
で
一
首
掲
載
。

四
月
二
十
四
日
頃
、
秀
家
は
、
現
・
東
京
都
新
宿
区
の
《
大
久
保
百
人
町

宅
》
の
電
話
番
号
を
《
四
谷
二
六
番
》
に
変
麺
。
「
よ
み
う
り
抄
」
に
、

秀
し
げ
子
個
人
の
情
報
と
し
て
番
号
変
更
が
通
知
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
電
話

番
号
の
変
更
と
と
も
に
、
自
宅
の
住
所
も
《
大
久
保
百
人
町
宅
》
と
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
正
六
年
五
月
時
点
で
の
現
住
所
《
芝
匡
櫻
川
町
八
》

は
、
大
正
十
二
年
四
月
頃
ま
で
に
東
京
都
新
宿
区
（
大
久
保
）
百
人
町
ニ
ノ

（
お
）

二
二
五
の
場
所
に
移
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
大
正
十

二
年
二
月
の
『
潮
音
詠
草
」
（
８
巻
２
号
）
に
掲
載
さ
れ
た
歌
に
、
《
移
り
住

み
い
ま
だ
な
じ
ま
ぬ
此
の
家
に
》
と
い
う
表
現
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
大

正
十
一
年
一
月
ま
で
に
こ
の
大
久
保
町
に
転
居
し
た
と
す
る
方
が
正
し
い
の

〈
郡
｝

か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
江
口
漢
に
よ
れ
ば
、
彼
自
身
、
大
正
九
年
八
月
に

《
谷
中
清
水
町
一
番
地
か
ら
上
野
桜
木
町
一
七
番
地
》
へ
越
し
て
お
り
、
そ

の
こ
ろ
偶
然
に
も
江
口
の
家
の
《
眼
と
鼻
の
あ
い
だ
》
に
、
し
げ
子
の
弟
の

家
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
時
折
そ
こ
へ
《
大
久
保
百
人
町
か
ら
》
弟
の
家
へ
訪

れ
る
彼
女
の
姿
を
、
江
口
換
が
往
来
越
し
か
ら
見
か
け
る
こ
と
が
あ
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
大
正
九
年
八
月
に
は
、
秀
家
が
大
久
保
町
に
越
し

て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
江
口
換
が
彼
女
の
こ
と
を
小
瀧

家
の
《
長
女
》
と
記
し
て
い
る
こ
と
や
、
江
口
自
身
が
《
何
し
ろ
こ
こ
に
書

〈
秀
し
げ
子
〉
の
た
め
に
Ⅱ

い
た
事
柄
が
、
ふ
る
い
の
に
な
る
と
三
十
年
か
ら
、
に
も
な
る
の
で
、
日
時

や
場
所
の
記
憶
に
は
っ
き
り
し
な
い
と
こ
ろ
や
、
ま
ち
が
い
が
あ
っ
掌
と

付
記
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
江
口
家
が
越
し
て
間
も
な
い
大
正
九
年
八

月
以
前
に
秀
家
が
大
久
保
町
に
越
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
判
然
と
し
な
い
。

仮
に
、
大
正
九
年
八
月
以
前
に
秀
家
が
大
久
保
町
へ
移
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、

《
移
り
住
み
い
ま
だ
な
じ
ま
ぬ
此
の
家
に
》
と
詠
ま
れ
た
大
正
十
一
年
一
月

か
ら
大
正
九
年
八
月
ま
で
約
一
年
四
ヶ
月
の
隔
た
り
が
あ
る
。

六
月
九
日
午
後
六
時
か
ら
、
春
草
会
臨
時
晩
餐
会
が
市
内
丸
の
内
有
楽
町

の
《
山
水
槙
》
で
催
さ
れ
、
出
席
し
歌
を
詠
ん
で
い
る
。
こ
の
晩
餐
会
は
春

草
会
会
員
ら
の
う
ち
、
渡
欧
す
る
小
野
つ
る
子
の
送
別
や
上
京
し
た
神
尾
光

子
の
歓
迎
、
ほ
か
に
課
長
に
就
任
し
た
高
野
六
朗
博
士
や
歌
集
『
不
知
火
』

を
出
版
し
た
宮
坂
み
ち
子
ら
の
祝
い
な
ど
を
兼
ね
、
臨
時
に
催
さ
れ
た
も
の

（
羽
〉

で
あ
っ
た
。

八
月
十
六
日
頃
、
三
浦
三
崎
町
に
滞
在
、
い
っ
た
ん
自
宅
へ
戻
っ
た
の
ち
、

信
州
へ
避
暑
に
赴
い
た
ら
し
嘔

九
月
一
日
、
午
前
十
一
時
五
十
八
分
、
関
東
大
震
災
が
起
き
た
。
当
日
の

し
げ
子
の
消
息
は
不
明
だ
が
、
芥
川
に
は
周
知
の
通
り
そ
の
惨
状
の
見
聞
や

影
響
を
記
し
た
い
く
つ
か
の
短
文
（
「
大
震
前
後
」
「
大
震
雑
記
」
な
ど
）
が

あ
り
、
の
ち
「
大
正
十
二
年
九
月
一
日
の
大
震
に
際
し
て
」
と
し
て
ま
と
め

ら
れ
る
。

十
月
二
十
八
日
、
春
草
会
会
員
の
畑
耕
一
と
竹
久
夢
二
が
幹
事
と
な
り
、

正
午
か
ら
本
郷
三
丁
目
の
《
燕
樂
軒
》
に
て
、
先
の
関
東
大
震
災
で
助
か
っ

た
会
員
た
ち
と
「
春
草
會
い
の
ち
拾
ひ
の
會
」
を
開
い
て
い
鞄
こ
の
「
い

’
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の
ち
拾
ひ
の
会
」
で
震
災
に
類
す
る
歌
が
詠
ま
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
が
、

震
災
に
よ
る
都
市
機
能
の
打
撃
は
壊
滅
的
で
あ
り
、
詠
草
を
紙
面
に
載
せ
る

余
裕
な
ど
あ
ろ
う
は
ず
も
な
い
た
め
、
後
日
の
詠
草
記
事
は
な
い
。
た
だ
、

こ
の
会
の
知
ら
せ
が
前
日
の
「
よ
み
う
り
抄
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

こ
に
は
春
草
会
会
員
ら
の
互
い
の
無
事
を
確
か
め
合
う
こ
と
を
目
的
と
し
た

呼
び
か
け
の
意
味
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
す
れ
ば
、
し
げ
子

も
こ
の
会
に
出
席
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
が
確
認
で
き
て
い
な
い
。

十
一
月
、
潮
音
社
は
関
東
大
震
災
で
被
災
し
た
社
友
ら
の
義
損
金
を
、
九

月
二
十
二
日
付
け
で
同
人
に
呼
び
か
け
、
十
二
月
十
日
ま
で
受
け
付
け
を
行

う
と
記
し
て
い
る
（
『
潮
音
』
９
巻
ｎ
号
）
。
な
お
、
東
京
雑
誌
協
会
の
申
し

合
わ
せ
で
関
東
大
震
災
に
よ
る
臨
時
措
置
と
し
て
、
『
潮
音
』
十
二
月
号
は

休
刊
と
な
っ
て
い
る
弓
潮
音
』
９
巻
Ⅲ
号
）
。

十
二
月
二
十
六
日
、
潮
音
社
は
集
っ
た
義
損
金
を
被
災
し
た
社
友
ら
二
十

六
名
に
渡
し
て
い
る
含
潮
音
』
「
被
災
社
友
へ
の
義
損
金
収
支
報
告
」
Ⅲ
巻

１
口
言
）
。

と
こ
ろ
で
、
関
東
大
麓
災
は
、
帝
国
劇
場
に
も
多
大
の
損
失
を
与
え
た
。

帝
劇
は
大
正
九
（
一
九
二
○
）
年
九
月
に
有
楽
座
を
買
収
す
る
な
ど
、
当
時

の
興
行
界
に
向
け
意
欲
的
な
商
業
的
劇
場
経
営
の
先
陣
を
切
っ
て
い
た
が
、

こ
の
大
震
災
で
二
つ
の
劇
場
を
焼
失
さ
せ
、
そ
の
改
築
費
用
や
震
災
で
奮
闘

し
た
社
員
に
出
し
た
報
奨
金
、
従
業
員
へ
の
震
災
見
舞
金
、
解
雇
者
へ
の
六

ヶ
月
な
い
し
二
ヶ
月
の
解
職
手
当
の
支
払
い
な
ど
、
巨
額
の
負
担
を
強
い
ら

れ
た
。
再
び
劇
場
の
経
営
が
軌
道
に
乗
り
か
け
た
時
期
に
は
金
融
恐
慌
（
昭

二
・
三
）
や
世
界
恐
慌
（
昭
四
・
十
）
に
よ
る
不
況
が
劇
場
経
営
に
も
影
響

大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
（
弧
歳
）

一
月
、
前
年
の
十
一
月
に
潮
音
社
が
呼
び
か
け
た
被
災
社
友
ら
の
た
め
の

義
損
金
収
支
報
告
が
大
正
十
二
年
十
二
月
十
六
日
付
け
で
な
さ
れ
、
報
告
欄

に
義
損
金
収
入
と
各
同
人
の
名
前
が
受
け
入
れ
順
に
記
さ
れ
て
い
る
。
義
損

し
た
社
友
は
全
部
で
二
百
六
名
に
の
ぼ
り
、
一
口
《
弐
拾
五
銭
》
か
ら
受
け

付
け
、
全
部
で
《
千
七
百
二
十
口
》
に
な
り
、
総
額
《
四
百
三
十
圓
》
が
集

め
ら
れ
た
。
被
災
社
友
二
十
六
名
の
う
ち
自
宅
を
焼
失
し
た
同
人
に
は
《
金

拾
八
圓
》
が
、
寄
宿
先
を
焼
失
し
た
同
人
に
は
《
拾
圓
》
が
供
与
さ
れ
、
そ

の
総
額
は
《
四
百
弐
拾
八
圓
》
、
残
金
《
弐
園
》
は
送
費
に
あ
て
ら
れ
た
。

義
損
金
供
出
者
総
覧
の
後
ろ
か
ら
十
五
番
目
に
秀
し
げ
子
の
名
前
も
挙
が
っ

て
お
り
、
彼
女
は
二
十
口
（
五
円
）
の
義
損
に
応
じ
て
い
る
含
潮
音
』
「
災

者
友
へ
の
義
損
金
収
支
報
告
」
、
巻
１
号
）
。

二
月
二
十
四
日
、
「
よ
み
う
り
婦
人
欄
」
（
『
讃
寶
新
聞
』
第
４
面
）
「
春
草

會
詠
草
」
二
月
例
会
「
竹
内
薫
兵
博
士
祝
賀
會
」
の
項
で
一
首
掲
載
。
こ
の

例
会
は
、
春
草
会
会
員
で
あ
る
竹
内
薫
兵
が
京
都
大
学
に
提
出
し
て
い
た
医

学
論
文
が
前
年
十
一
月
中
頃
に
認
め
ら
れ
、
医
学
博
士
を
授
与
さ
れ
た
祝
賀

し
、
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
末
に
は
松
竹
株
式
会
社
と
十
年
間
の
賃
貸
契

約
を
結
ん
だ
が
、
再
び
昭
和
恐
慌
（
昭
五
）
に
巻
き
込
ま
れ
、
契
約
期
間
が

ま
だ
終
わ
ら
な
い
昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）
年
末
、
東
宝
株
式
会
社
に
買
収

さ
れ
た
。
こ
う
し
た
諸
般
の
事
情
も
契
機
と
な
り
、
時
期
は
特
定
で
き
な
い

が
、
秀
文
逸
の
帝
劇
か
ら
電
工
社
へ
の
転
職
（
も
し
く
は
独
立
）
が
あ
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
妬

一
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を
兼
ね
て
催
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
蕊

二
一
月
十
一
二
日
、
「
よ
み
う
り
婦
人
欄
」
（
『
讃
費
新
聞
』
第
４
面
）
「
春
草
會

詠
草
」
の
項
、
即
題
「
根
」
お
よ
び
「
う
ご
く
」
の
う
ち
、
「
根
」
の
題
詠

で
一
首
掲
載
。

五
月
十
一
日
、
「
よ
み
う
り
日
曜
附
録
」
（
『
讃
費
新
聞
』
第
６
面
）
「
春
草

會
詠
草
」
五
月
例
会
の
項
、
即
題
「
初
木
」
で
一
首
掲
載
。

八
月
三
日
、
「
よ
み
う
り
日
曜
附
録
」
（
『
讃
寶
新
聞
』
第
６
面
）
「
春
草
會

詠
草
」
即
題
「
川
（
大
川
）
」
で
一
首
掲
載
。
同
月
士
一
百
に
日
光
の
中
禅

寺
湖
に
出
掛
け
て
い
る
。
そ
の
後
、
信
州
へ
赴
き
、
し
ば
ら
く
滞
在
し
た
ら

し
い
。
例
年
の
こ
の
時
期
の
彼
女
の
行
動
か
ら
推
し
て
、
お
そ
ら
く
避
暑
だ

と
思
わ
れ
る
。
同
月
十
七
日
の
『
讃
寶
新
聞
』
に
、
十
一
二
日
の
行
動
と
そ
の

（
刀
｝

後
の
予
定
を
記
し
た
「
日
光
に
て
」
と
い
う
短
文
を
寄
せ
て
い
る
。

前
述
の
通
り
、
こ
の
年
し
げ
子
は
「
井
上
光
代
」
で
小
唄
の
名
取
と
な
り
、

教
授
免
許
も
取
得
し
て
い
る
ら
し
い
が
、
詳
細
は
あ
き
ら
か
で
な
唾

大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
（
お
歳
）

二
月
二
四
日
、
「
よ
み
う
り
婦
人
欄
」
（
『
讃
寶
新
聞
』
第
４
面
）
「
春
草
會

詠
草
」
二
月
例
会
の
項
、
即
題
「
電
燈
」
で
一
首
掲
載
。
場
所
は
、
会
員
の

竹
内
薫
兵
が
開
業
す
る
竹
内
病
院
で
行
わ
れ
て
い
る
。

二
一
月
一
日
、
夕
刻
、
《
華
や
か
な
春
の
灯
に
八
十
餘
人
》
の
人
々
が
《
紅

葉
館
》
に
集
い
、
泉
鏡
花
の
全
集
出
版
記
念
会
が
開
催
さ
れ
る
（
Ａ
）
。
こ

の
祝
賀
会
に
、
秀
し
げ
子
と
芥
川
龍
之
介
の
両
名
が
参
加
し
て
い
る
。
祝
賀

〈
秀
し
げ
子
〉
の
た
め
に
Ⅱ

会
は
、
鏡
花
全
集
の
出
版
元
で
あ
る
春
陽
堂
が
主
宰
し
、
「
鏡
花
會
記
事
」

と
し
て
、
『
新
小
説
（
臨
時
増
刊
）
』
号
（
大
哩
５
、
第
加
年
第
５
号
、
春

陽
堂
）
に
当
日
の
会
の
模
様
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
発
起
人
を
代
表
し

笹
川
臨
風
が
挨
拶
、
そ
れ
に
応
え
る
形
で
鏡
花
が
答
弁
し
、
そ
の
後
、
鈴
木

一
二
重
吉
の
音
頭
で
泉
夫
妻
の
祝
福
を
祈
念
し
て
シ
ャ
ン
パ
ン
の
杯
が
交
わ
さ

れ
、
里
見
惇
の
口
上
で
余
興
が
始
ま
り
、
《
歌
澤
》
や
《
長
唄
》
な
ど
が
唄

（
マ
マ
｝

わ
れ
、
参
加
者
ら
に
《
歓
び
の
色
が
溢
れ
た
（
中
略
）
ま
さ
に
文
壇
近
頃
の
美
は

し
い
集
》
ま
り
で
あ
っ
た
と
伝
え
る
。
続
く
、
当
該
記
事
に
は
、
会
の
《
出

席
者
芳
名
》
と
し
て
、
参
加
者
六
十
六
名
の
名
前
を
掲
げ
て
い
る
。
と
こ
ろ

で
、
こ
の
会
は
文
字
ど
お
り
《
文
壇
近
頃
》
の
集
ま
り
で
あ
っ
た
よ
う
で
、

出
席
者
は
各
方
面
に
お
け
る
歴
々
た
る
人
物
が
並
ん
で
い
る
。
ち
な
み
に
、

参
加
者
に
は
、
折
口
信
夫
や
柳
田
國
男
を
始
め
と
し
て
、
芥
川
周
辺
の
同
人

た
ち
や
、
し
げ
子
と
関
係
の
あ
る
人
々
ら
も
名
を
連
ね
て
い
る
。
同
月
二
十

一
二
日
、
「
よ
み
う
り
婦
人
欄
」
（
『
譲
寶
新
聞
』
第
４
面
）
に
「
春
草
會
詠
草
」

一
二
月
例
会
兼
「
岡
田
道
一
氏
結
婚
祝
賀
会
一
の
項
で
即
題
「
嫁
」
で
一
首
掲

載
。

六
月
二
十
八
日
、
春
草
会
会
員
の
北
川
浅
二
郎
宅
で
春
草
会
の
月
例
会
が

正
午
よ
り
催
さ
れ
、
こ
の
日
は
会
員
以
外
の
久
米
正
雄
、
吉
井
勇
、
里
見
惇

ら
も
参
加
し
、
し
げ
子
も
「
雲
一
の
席
題
で
詠
ん
で
い
奄

七
月
二
十
六
日
、
「
よ
み
う
り
婦
人
欄
」
（
『
讃
賓
新
聞
』
第
皿
面
）
に
「
春

草
會
詠
草
」
七
月
例
会
の
項
で
一
首
掲
載
さ
れ
る
。
席
題
は
無
題
で
あ
っ
た
。

十
一
月
十
日
、
「
よ
み
う
り
婦
人
欄
」
（
『
讃
賓
新
聞
』
第
７
面
）
に
「
春

草
會
詠
草
」
の
項
で
一
首
掲
載
さ
れ
る
。
こ
の
春
草
会
は
、
会
員
の
阿
部
龍

一
一
一
一
一
一



大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
（
茄
歳
）

一
月
二
十
六
日
、
「
よ
み
う
り
婦
人
欄
一
（
『
讃
費
新
聞
』
第
７
面
）
に
「
春

草
會
詠
草
」
の
正
月
雑
詠
の
項
で
一
首
掲
載
さ
れ
る
。
歌
会
は
、
会
員
の
山

川
柳
子
宅
で
開
か
れ
て
い
る
。

二
月
二
十
一
日
、
「
よ
み
う
り
婦
人
欄
」
（
『
讃
費
新
聞
』
第
７
面
）
に
「
春

夫
の
上
京
を
歓
迎
す
る
会
と
し
て
開
か
れ
て
い
る
。
同
月
二
十
五
日
の
夜
、

日
本
橋
に
あ
る
《
カ
フ
ヱ
ー
興
樂
》
で
、
九
日
に
欧
州
か
ら
帰
国
し
た
茅
野

蒲
々
雅
子
夫
妻
を
迎
え
る
春
草
会
「
歸
京
歓
迎
歌
窒
が
開
か
れ
、
こ
れ
に

も
出
席
し
て
い
る
。
同
月
三
十
日
、
｜
よ
み
う
り
婦
人
欄
一
（
『
讃
寶
新
聞
』

第
７
面
）
に
「
春
草
會
詠
草
」
の
「
茅
野
藷
々
、
茅
野
雅
子
両
氏
歎
迎
歌
會
」

項
で
一
首
掲
載
さ
れ
る
。

十
二
月
八
日
、
夕
刻
よ
り
安
成
二
郎
の
弓
子
を
打
つ
』
の
出
版
記
念
會
」

が
本
郷
の
燕
樂
軒
で
催
さ
れ
て
い
る
。
当
夜
の
様
子
を
伝
え
る
記
事
に
は
《
春

草
會
一
派
の
華
や
か
な
女
性
の
多
數
》
と
記
さ
れ
、
ま
た
春
草
会
の
男
性
会

員
も
高
野
六
郎
・
竹
内
薫
兵
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
大
正
六
年
三
月

に
安
成
二
郎
の
編
集
す
る
『
女
の
世
界
』
か
ら
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
た
事

実
や
そ
の
後
の
交
流
ぶ
り
も
考
慮
す
る
と
、
し
げ
子
も
参
加
し
て
い
た
可
能

（
”
）

性
は
高
い
が
、
そ
の
名
は
見
当
た
ら
な
い
。
同
月
二
八
日
、
「
よ
み
う
り
婦

人
欄
」
（
『
讃
責
新
聞
』
第
７
面
）
に
「
春
草
會
詠
草
」
歳
暮
雑
感
の
項
で
一

首
掲
載
さ
れ
る
。

第
七
章
晩
年
の
芥
川
と
し
げ
子

草
會
詠
草
」
二
月
例
会
の
項
、
兼
題
は
「
顔
」
と
「
面
」
で
あ
り
「
面
」
の

題
詠
で
一
首
掲
載
さ
れ
る
。

三
月
十
八
日
、
「
よ
み
う
り
婦
人
欄
」
（
『
讃
寶
新
聞
」
第
７
面
）
に
「
春

草
會
詠
草
」
三
月
例
会
の
項
、
兼
題
「
春
風
」
で
一
首
掲
載
。

四
月
六
日
の
夜
（
あ
く
ま
で
小
穴
隆
一
の
「
二
つ
の
繪
」
を
信
じ
れ
ば
）
、

秀
し
げ
子
が
自
笑
軒
の
帰
り
に
芥
川
の
自
宅
を
訪
問
し
て
い
る
ら
し
い
。
そ

こ
で
し
げ
子
は
、
自
宅
で
建
築
中
の
茶
室
の
図
面
を
差
し
出
し
、
自
笑
軒
の

茶
室
の
間
取
り
も
説
明
し
、
茶
室
に
掛
け
る
茶
掛
け
を
描
い
て
も
ら
い
た
い

と
小
穴
に
頼
み
、
用
件
を
済
ま
せ
る
と
連
れ
て
き
た
妹
と
と
も
に
帰
っ
た
ら

し
い
。
し
げ
子
が
帰
宅
し
た
後
、
芥
川
は
小
穴
に
掛
け
軸
を
描
い
て
く
れ
る

よ
う
に
頼
ん
で
い
る
。
同
月
十
八
日
、
春
草
会
歌
会
が
会
員
の
秋
元
松
子
宅

で
開
か
れ
出
席
し
て
い
る
。
同
月
二
十
二
日
、
「
よ
み
う
り
婦
人
欄
一
（
『
讃

寶
新
聞
」
第
川
面
）
に
「
春
草
會
詠
草
」
四
月
例
会
の
項
、
兼
題
「
芽
」
で

一
首
掲
載
さ
れ
る
。

五
月
九
日
、
午
後
六
時
か
ら
日
本
橋
室
町
に
あ
る
三
共
エ
ム
プ
レ
ス
で
開

か
れ
た
岩
野
泡
鳴
の
七
回
忌
に
出
席
し
て
い
る
。
同
月
十
一
日
の
『
讃
寶
新

（
マ
マ
）

間
』
に
「
岩
野
泡
鳴
氏
七
週
忌
記
念
會
」
と
題
さ
れ
た
写
真
に
は
彼
女
の
姿

は
見
当
た
ら
な
い
が
、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
秀
し
げ
子
の
名
前
が
挙
が
っ
て
い

電
こ
の
一
一
一
共
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
は
、
一
一
一
越
百
貨
店
前
に
位
置
す
る
建
物
で
、

そ
の
七
階
に
三
共
エ
ム
プ
レ
ス
の
本
店
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
外
に
も
支
店

が
帝
国
劇
場
の
南
別
館
の
二
階
や
、
銀
座
の
尾
張
町
角
の
三
共
ビ
ル
に
も
あ

（
刃
）

っ
た
。
こ
の
仏
蘭
西
料
理
店
エ
ム
プ
レ
ス
は
、
当
時
相
当
に
有
名
な
レ
ス
ト

ラ
ン
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
『
帝
劇
』
と
夫
・
文
逸
と
の
関
わ
り
な
ど
か

四



ら
、
し
げ
子
が
こ
の
会
場
設
営
を
提
案
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
同
月
三

十
一
日
、
「
よ
み
う
り
婦
人
欄
」
（
『
讃
寅
新
聞
』
第
皿
面
）
に
「
春
草
會
詠

草
」
五
月
例
会
の
項
、
「
木
」
の
兼
題
で
一
首
掲
載
。
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ホ
テ
ル
で
開
か
れ
て
い
る
。

六
月
二
十
五
日
、
内
幸
町
の
東
洋
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
中
山
研
究
所
談
話
室
に

て
「
春
草
會
第
百
回
祝
賀
會
」
が
午
後
五
時
よ
り
開
催
さ
れ
、
参
加
し
て
い

る
。
談
話
室
で
「
百
」
と
い
う
席
題
の
歌
を
作
り
、
レ
ヱ
ン
ボ
ー
食
堂
で
食

卓
を
囲
み
、
岡
田
道
一
・
永
田
龍
雄
ら
に
よ
っ
て
会
の
思
い
出
話
し
な
ど
が

な
さ
れ
た
ら
し
く
、
散
会
は
午
後
十
時
と
あ
る
。
当
該
記
事
に
は
春
草
会
の

婦
人
会
員
と
し
て
し
げ
子
も
含
め
た
七
名
の
写
真
と
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が
見
ら

れ
麺
同
月
一
干
八
日
の
「
よ
み
う
り
婦
人
欄
」
（
請
売
新
塵
第
皿
面
）

に
「
春
草
會
詠
草
〔
第
百
回
例
会
〕
」
が
載
り
、
一
首
掲
載
さ
れ
る
。
当
日

の
参
加
者
は
、
茅
野
爺
々
・
竹
内
薫
兵
・
高
野
六
郎
・
吉
井
勇
・
竹
久
夢
二

ら
二
十
三
名
で
あ
る
と
伝
え
て
い
る
（
『
讃
責
新
聞
』
第
７
面
大
崎
・
６

・
刀
）
が
、
詠
草
に
は
二
十
九
名
の
歌
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

七
月
十
三
日
、
「
よ
み
う
り
婦
人
欄
」
（
『
讃
責
新
聞
』
第
７
面
）
の
「
春

草
會
詠
草
」
七
月
例
会
「
夏
の
歌
」
の
項
に
一
首
掲
載
。
特
に
席
題
は
指
定

さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
、
夏
を
現
す
歌
を
各
自
が
随
意
に
詠
ん
だ
ら
し
い
。

同
月
中
旬
、
し
げ
子
は
鵠
沼
海
岸
の
東
屋
旅
館
に
滞
在
し
て
お
り
、
東
屋
旅

館
近
く
に
あ
る
貸
家
「
イ
の
四
号
」
に
家
を
借
り
て
い
た
芥
川
に
、
病
気
見

（
い
）

舞
い
で
訪
ね
て
い
る
（
Ｆ
）
。

九
月
二
十
五
日
、
「
よ
み
う
り
婦
人
欄
」
（
『
讃
寶
新
聞
』
第
７
面
）
の
「
春

草
會
詠
草
」
九
月
例
会
の
項
に
一
首
掲
載
さ
れ
る
。
「
果
一
と
「
物
」
が
即

〈
秀
し
げ
子
〉
の
た
め
に
Ⅱ

昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
（
諏
歳
）

一
月
、
「
現
代
女
流
百
人
一
首
」
弓
婦
人
公
論
』
第
厄
年
第
１
号
）
に
、

秀
し
げ
子
の
歌
も
一
首
掲
載
さ
れ
る
。
同
月
二
十
六
日
、
「
よ
み
う
り
婦
人

欄
」
（
『
讃
實
新
聞
』
第
３
面
）
の
一
春
草
會
詠
草
（
下
）
」
一
月
例
会
の
項
、

「
和
む
心
」
の
兼
題
で
一
首
掲
載
さ
れ
る
。

二
月
二
一
日
、
「
よ
み
う
り
婦
人
欄
」
（
『
讃
寶
新
聞
』
第
３
面
）
の
「
春

草
會
詠
草
三
一
月
例
会
の
項
、
即
題
の
「
雪
」
で
一
首
掲
載
。

三
月
十
五
日
、
「
よ
み
う
り
婦
人
欄
」
（
『
讃
費
新
聞
』
第
３
面
）
の
「
春

草
會
詠
草
」
三
月
例
会
の
項
、
即
題
「
飛
ぶ
」
で
一
首
掲
載
。
同
月
同
日
に
、

春
草
会
の
歌
集
と
し
て
、
会
員
三
十
五
人
の
自
選
歌
に
よ
る
『
雑
草
』
（
大

学
書
房
）
が
竹
久
夢
二
の
装
頓
に
よ
り
発
行
さ
れ
穂
こ
の
歌
集
は
、
昭
和

二
年
一
月
ま
で
の
春
草
会
詠
草
中
よ
り
集
め
ら
れ
た
も
の
で
、
一
人
十
八
首

づ
つ
を
各
人
が
精
選
し
、
選
歌
に
相
当
す
る
作
品
の
な
い
者
は
新
作
を
詠
ん

で
い
る
．
ま
た
、
目
次
の
人
名
は
入
会
順
に
掲
げ
ら
れ
て
い
電
目
次
で
は
、

茅
野
雅
子
・
茅
野
漸
々
・
水
町
京
子
・
神
尾
光
子
ら
に
続
く
五
番
目
に
し
げ

子
の
名
が
挙
げ
ら
れ
、
「
穂
す
す
き
」
で
十
八
首
詠
み
、
そ
の
う
ち
、
八
首

題
で
あ
っ
た
が
、
し
げ
子
の
歌
に
題
詠
そ
の
も
の
は
詠
み
込
ま
れ
て
い
な
い
。

十
一
月
三
日
夜
、
六
月
の
春
草
会
百
回
例
会
の
祝
賀
会
が
行
わ
れ
た
中
山

文
化
研
究
所
で
、
昨
年
十
一
月
初
旬
に
上
京
し
た
会
員
の
阿
部
龍
夫
の
渡
欧

（
鯉
）

送
別
会
が
催
さ
れ
、
出
席
し
て
い
る
。
同
月
一
五
日
、
「
よ
み
う
り
婦
人
欄
」

（
『
讃
寶
新
聞
』
第
３
面
）
の
一
春
草
會
詠
草
」
「
阿
部
龍
夫
君
送
別
會
席
上

詠
」
の
項
に
一
首
掲
載
さ
れ
る
。

五



昭
和
二
十
五
（
一
九
五
○
）
年
（
夘
歳
）

十
月
一
日
、
夢
二
会
の
会
長
で
あ
る
長
田
幹
雄
（
岩
波
書
店
元
取
締
役
）

宅
に
て
、
「
夢
二
会
の
集
ひ
一
が
催
さ
れ
て
い
る
。
春
草
会
の
会
員
ら
も
参

加
し
た
ら
し
く
、
そ
の
時
の
寄
せ
書
き
に
は
、
岡
田
道
一
や
納
秀
子
（
桜
井

八
重
子
ｌ
筆
者
注
）
・
小
池
孝
子
・
酔
香
ら
春
草
会
会
員
の
名
前
が
あ
げ
ら

昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
（
刃
歳
）

四
月
、
二
男
一
彦
の
豊
島
師
範
付
属
小
学
校
の
入
学
式
に
出
掛
け
て
い
る
。

そ
こ
に
芥
川
の
二
男
多
可
志
を
連
れ
た
文
も
居
合
わ
せ
、
入
学
式
終
了
後
、

講
堂
を
出
た
と
こ
ろ
で
し
げ
子
の
方
か
ら
文
に
声
を
掛
け
た
ら
し
く
、
二
人

は
言
葉
を
交
わ
し
て
い
電

を
選
歌
し
て
い
る
。

五
月
二
十
四
日
、
「
よ
み
う
り
婦
人
欄
」
（
『
讃
實
新
聞
』
第
３
面
）
の
「
春

草
會
詠
草
」
五
月
例
会
の
項
、
「
パ
ラ
ソ
ル
」
の
席
題
で
一
首
掲
載
。

七
月
二
十
四
日
未
明
、
芥
川
龍
之
介
自
裁
、
享
年
三
十
五
歳
。
し
げ
子
は
、

堀
）

芥
川
の
葬
式
に
弔
問
し
て
い
る
ら
し
↓
（
Ａ
）
。
こ
の
前
後
に
お
け
る
し
げ

子
の
姿
を
や
や
興
味
本
位
に
伝
え
る
周
辺
の
伝
聞
は
し
ば
ら
く
お
く
。
だ
が
、

社
会
的
反
響
も
大
き
か
っ
た
芥
川
の
自
殺
に
つ
い
て
、
し
げ
子
自
身
の
内
面

を
吐
露
し
た
著
作
は
見
当
た
ら
な
い
。
偶
然
か
ど
う
か
、
八
月
、
九
月
、
十

月
の
読
売
新
聞
紙
上
に
は
春
草
会
の
詠
草
も
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。

十
一
月
十
七
日
、
「
よ
み
う
り
婦
人
欄
」
（
『
讃
寶
新
聞
』
第
３
面
）
の
一
春

草
會
詠
草
」
十
一
月
例
会
の
項
、
席
題
「
垣
」
で
一
首
掲
載
。

昭
和
四
十
八
（
一
九
七
三
）
年

三
月
、
享
年
八
十
四
歳
で
没
し
て
い
る
（
Ｃ
）
。

十
二
月
、
春
草
会
の
発
会
か
ら
五
十
五
年
目
を
迎
え
た
こ
と
を
記
念
し
て
、

『
五
十
年
集
』
（
金
剛
出
版
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
現
会
員
四
十
七
名
も

含
め
、
全
五
十
三
人
の
自
選
歌
が
編
ま
れ
た
。
「
序
」
「
あ
と
が
き
」
に
よ
る

と
故
人
の
会
員
の
作
品
は
遺
族
か
ら
供
出
さ
れ
て
お
り
、
し
げ
子
の
歌
も
一

｛
⑲
）

七
首
収
録
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
二
十
八
（
一
九
五
三
）
年
（
田
歳
）

三
月
十
一
日
、
江
口
漢
の
も
と
に
秀
し
げ
子
か
ら
書
簡
が
送
ら
れ
て
い
る
。

手
紙
に
は
、
芥
川
と
自
分
と
の
こ
と
を
聞
い
て
貰
い
た
い
趣
旨
が
述
べ
て
あ

り
、
自
宅
の
住
所
と
交
通
機
関
が
書
き
記
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
だ
が
、
江

口
は
訪
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
電

れ
て
い
る
。
寄
せ
書
き
現
物
を
未
確
認
の
た
め
、
し
げ
子
が
出
席
し
て
い
る

か
ど
う
か
定
か
で
は
な
い
が
、
し
げ
子
に
と
っ
て
同
時
期
の
会
員
で
あ
る
夢

二
を
追
慕
す
る
意
味
合
い
や
、
岡
田
道
一
な
ど
の
顔
ぶ
れ
か
ら
推
し
て
、
こ

の
会
に
出
し
て
い
た
可
能
性
も
少
な
く
な
嘘
た
だ
し
、
す
で
に
作
歌
の
席

現
場
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
、
詳
細
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

第
八
章
〈
歌
人
〉
秀
し
げ
子
の
足
跡

最
後
に
秀
し
げ
子
の
〈
歌
人
〉
と
し
て
の
足
跡
を
簡
略
に
ま
と
め
て
お
く
。

秀
し
げ
子
の
消
息
を
求
め
て
新
聞
や
雑
誌
な
ど
の
調
査
を
試
み
た
と
こ

一
二
一
ハ



ろ
、
こ
れ
ま
で
未
紹
介
の
短
歌
四
一
四
首
と
短
文
二
篇
を
新
た
に
発
掘
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
こ
に
そ
う
し
た
作
品
（
歌
や
本
文
）
の
す
べ
て
を
掲
げ

一
Ａ
『
ピ
ア
ト
リ
ス
」
『
女
の
世
界
』
『
潮
音
邑

爵
０
淵
ｌ
″

秋
の
日
ざ
し
、
秀
鞆
吝

（
兼
題
）
秋
の
夜
１
〃

冬
枯
る
上
頃
８
〃

新
ら
し
き
日
に
９
〃

鵯
の
聲
旧
〃

早
春
の
歌
９
〃

春
の
悩
み
、
〃

一
途
の
聲
８
鞆
音

（
兼
題
）
「
夏
草
」
１
〃

鳥
か
げ
９
秀
鞆
音

眞
夏
の
夢
９
〃

秋
風
篇
９
〃

草
紅
紫
７
咽
迄
日

〈
秀
し
げ
子
〉
の
た
め
に
Ⅱ

』四四四四四四四四四四

巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻
一一九八七七五四三二一
一○号号号号号号号号号
己同一こ一グ延一ノ一三L＝竺三垂。L空L1

年
二
児

年
三
月

年
四
月

年
五
月

年
七
月

年
七
月

年
八
月

年
九
月

年
一
○
円

↑
炉
一
一
コ

年
一
一
月
○

｜

牛
一
二
月

Ｆ
一
二
『
３

る
の
は
困
難
な
の
で
、
題
名
と
掲
載
誌
（
紙
）
に
絞
り
、
そ
の
作
歌
活
動
の

軌
跡
を
図
表
と
し
て
示
し
て
み
る
。

二
人
八
詠
」

七

白
菖
蒲

堪
へ
が
た
き
日
に

ま
ぼ
ろ
し

病
み
て
あ
る
日

題

1212 108
首
数

〃〃

秀
鞆
音

〃 署
名

女
の
世
界
（
第
三
巻
六
号
）

〃

（
第
三
巻
九
号
）

ビ
ア
ト
リ
ス
（
第
一
巻
五
号
）

〃

（
第
二
巻
三
号
）

発
表
誌
（
紙
）
巻
号

〃〃

六
年
六
月

六
年
九
月

大
正
五
年
二
月

〃

六
年
四
月

刊
行
年
（
元
号
）
月

○○
一 一 一 一 一 ■ ■ ・ 一 一

備
考



熱
に
慣
み
て

祈
（
旧
）

（
無
題
）

朝
雀

（
無
題
）

夕
雲

宵
闇（

即
題
）
光
、
瓦

＆
深
む
思

山
の
湯

木
の
葉
の
音

冬
近
し

沼
の
夕

伊
豆
山
荘

春
の
雪

眞
間
の
堀
割

龍
り
居

息
安
く

残
る
あ
つ
さ

秋
思

篭
り
居

春
浅
く

落
ち
居
ぬ
心

388!5888887875881881 8 1 6 i l O

秀
鞆
音
子

０
０
０
０
０
０
１
１
０
９
０
０

と
も
ね
子

秀
し
げ
子

ｊｊｊｊｊｊｊｊｊｌｊｊｊｌｌｌｊｌｊｊ

秀
鞆
音

秀
し
げ
子

ｊｊｌｊｊｊｊｌｊｌ

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

１１Ｉｊｊｌ

〃〃〃：〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃I〃

ヘヘー、0 へ へ 一 、 へ 一 、 グ ー 、〆一、〆ヘヘ〆一、一、へ〆－－〆へ〆一、〆へグー、グー、〆へ0〆画、

七七七；六六六六六六六六五五五五五五五五五五五’四
巻巻巻I巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻巻|巻
五 四 二’一一九八六四三二一一一九八八六手六五四四1－
号号号'一○号号号号号号二一○号号号号号号号号'二
､~/ー､~|量量､~"ーーーーー量量量一…ーーー､-〃､-～|量

〃
七
年
一
二
月

〃
八
年
四
月

〃
八
年
四
月

〃
八
年
五
月

〃
八
年
六
月

〃
八
年
七
月

〃
八
年
八
月

〃
八
年
八
月

〃
八
年
九
月

〃
八
年
一
○
月

〃
八
年
一
一
月

〃
八
年
一
二
月

〃
九
年
二
月

〃
九
年
三
月

〃
九
年
四
月

〃
九
年
六
月

〃
九
年
八
月

〃
九
年
九
月

〃
九
年
一
○
月

〃
九
年
一
一
月

″
一
○
年
二
月

″
一
○
年
四
月

″
一
○
年
五
月

０
↑
０
０
己
０
０
｛
１
凸
６
０
０
１
．
０
０
０
０
０
０
０
０
０
１
１
０
０
０
０
０
１
０
０
’
０
０
０
０
０
０
０
０
《
０
０
↑
０
０
ゞ
６
６
９
０
０
０
０
０
０
０
１
０
０
０

－
「
潮
音
社
選
集
（
其
三
）
太
田
水
穂
選
」

一

一
「
潮
音
前
月
抄
」
（
宮
澤
雨
絃
選
）

一

○
一
三
人
八
詠
」

一 一

一
「
潮
音
前
月
抄
」
（
齊
賀
琴
子
選
）

一 ↑

○
一
二
人
八
詠
」

一

○
一
「
一
人
八
詠
」

一

一
○
一

一
○
一

一一 一

○
一
二
人
八
詠
」

一

○
一
「
潮
音
社
選
集
（
其
三
）
太
田
水
穗
選
」

一

○
一
「
潮
音
社
選
集
」

一 一

○
一

つ 一

三
潮
音
社
選
集
」

一

一
二
人
八
詠
」

一

一
「
一
人
八
詠
」

一

一
二
人
八
詠
」

一一

一
二
人
八
詠
」

一 ・

○
一

一

一
「
潮
音
社
選
集
一

０
０
０
◆
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
》
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

○
一
目
次
で
は
「
龍
居
」

一 口

○
一一 一

一
「
潮
音
社
選
集
」

三
八



※
備
考
欄
の
○
は
、
森
本
修
・
浅
野
洋
ら
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
部
分
的
に
紹
介
済
み
の
も
の
を
示
す
。

【
Ｂ
『
現
代
婦
人
詩
歌
選
集
筐
３
首
（
大
正
一
○
年
五
月
婦
女
會
社
）

一
Ｃ
単
独
発
表
「
早
春
」
】
、
首
『
讃
寶
新
聞
」
（
大
正
二
年
一
月
一
日
・
第
四
面

｛
，
『
婦
人
公
論
』
】
１
首
（
昭
和
二
年
一
月
第
十
二
年
一
号
婦
人
公
論
社
）

【
Ｅ
『
ざ
つ
そ
う
』
】
咽
首
「
春
草
会
歌
集
」
（
昭
和
二
年
三
月
大
学
書
房
）
※
一
八
首
の
う
ち
、
八
首
は
詠
草
に
既
発
表
で
あ
る
。

一
Ｆ
『
五
十
年
集
』
一
口
首
「
春
草
会
五
十
周
年
記
念
歌
集
」
（
昭
和
四
八
年
一
二
月
金
剛
出
版
）

｛
Ｇ
春
草
會
詠
草
】
（
以
下
、
い
ず
れ
も
発
表
紙
は
『
讃
費
新
聞
』
・
署
名
は
「
秀
し
げ
子
一
．
各
一
首
で
あ
る
。
）

を
り
を
り

雨深
霧

秋那
須
野

行
樂

（
無
題
）

春
寒
（
特
選
）

（
無
題
）

雑
詠題

一
「
新
年
雑
詠
」

〈
秀
し
げ
子
〉
の
た
め
に
Ⅱ

1886685885

〃 〃 〃〃〃〃〃〃〃〃

〃 〃 〃〃〃〃〃〃〃〃
一○○○C
崔逹佳律拝

月
二
Ｅ

○
月
五
日

一
月
一
八
日

二
月
六
日

月
二
○
日

（
七
巻
六
号
）

マ
マ

（
七
巻
六
号
）

（
七
巻
九
号
）

（
七
巻
一
○
号
）

（
七
巻
一
言
互

（
七
巻
一
二
号
）

（
八
巻
二
号
）

（
八
巻
四
号
）

（
八
巻
五
号
）

（
九
巻
二
号
）

〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃

一
○
年
六
月

一
○
年
七
月

一
○
年
九
月
○
一

一
○
年
一
○
月
一

一
○
年
一
一
月
○
一

一
○
年
一
二
月
一

一
一
年
二
月

一
一
年
四
月

一
一
年
五
月
○
一

一
二
年
二
月
○
一

「
潮
音
選
集
」

「
潮
音
詠
草
」

「
感
想
と
雑
録
」
の
枠
外

「
潮
音
詠
草
」

「
新
年
短
歌
會
詠
草
」
（
會
者
二
六
名
）

「
潮
音
社
選
集
」

「
潮
音
社
選
集
」

二
人
八
詠
」

九

題
ほ
か

掲
載
日

掲
載
面
・
欄

備
考



兼
題
『
水
」

色
．
四
月
例
會
即
題

手
・
八
月
例
會
即
題

病
・
十
月
例
會
即
題

納
會
即
題
『
林
檎
」

即
題
『
三
新
年
發
會

『
無
』
二
月
例
會

席
題
『
中
』
三
月
例
會

小
野
つ
る
子
氏
送
別
歌

竹
内
薫
兵
博
士
祝
賀
會

即
題
『
根
』
『
う
ご
く
』

即
題
『
初
木
』
五
月
例
會

（
無
題
）

即
題
『
電
燈
』
二
月
例
會

兼
題
『
嫁
』

席
題
『
雲
』

七
月
例
會

阿
部
龍
夫
君
上
京
歓
迎
會

茅
野
蒲
々
、
茅
野
雅
子

両
氏
歓
迎
歌
會

歳
暮
雑
感

一
月
例
會
正
月
雑
詠

二
月
例
會
兼
題
『
顔
』
『
面
』

〃〃〃 〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃

一
四
年
一
二
月
二
八
日

一
五
年
一
月
二
六
日

一
五
年
二
月
二
一
日

一
一
年
三
月
一
日

一
一
年
四
月
二
四
日

一
一
年
八
月
一
八
日

一
一
年
一
○
月
二
八
日

一
一
年
一
二
月
二
六
日

一
二
年
一
月
一
八
日

一
二
年
二
月
一
三
日

一
二
年
三
月
二
七
日

一
二
年
六
月
一
二
日

一
三
年
二
月
二
四
日

一
三
年
三
月
二
○
日

一
三
年
五
月
一
一
日

一
三
年
八
月
三
日

一
四
年
二
月
二
四
日

一
四
年
三
月
二
三
日

一
四
年
七
月
三
日

一
四
年
七
月
二
六
日

一
四
年
一
一
月
一
○
日

一
四
年
一
一
月
三
○
日

ｊ

Ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｌ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

Ｊ

ｊ

ｊ

ｌ

Ｊ

第
七
面
「
よ
み
う
り
文
藝
」

第
四
面
一
よ
み
う
り
婦
人
欄
」

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｌ

ｊ

ｊ

ｊ

第
六
面
「
よ
み
う
り
日
曜
附
録
」

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

第
七
面
「
よ
み
う
り
婦
人
欄
」

ｊ

ｌ

ｊ

ｊ

ｊ

ｊ

ｌ

ｌ

第
一
一
面
〃

第
七
面
〃

Ｉ

ｊ

ｌ

ｊ

〃〃〃

〃〃 〃

於
山
川
氏
邸

於
竹
内
病
院

三
月
例
會
兼
岡
田
道
一
氏
結
婚
祝
賀
會

於
北
川
浅
二
郎
氏
宅

於
山
水
櫻

二
月
例
會

四
○



と
こ
ろ
で
、
し
げ
子
の
作
歌
活
動
は
、
そ
の
発
表
誌
か
ら
ビ
ア
ト
リ
ス
・

潮
音
・
春
草
会
（
よ
み
う
り
婦
人
欄
）
の
時
期
に
分
け
ら
れ
る
。
彼
女
の
〈
歌

人
〉
と
し
て
の
資
質
は
、
上
記
の
う
ち
、
「
潮
音
」
時
代
に
最
も
よ
く
発
揮

さ
れ
た
。
「
潮
音
」
の
時
代
は
、
そ
の
歌
風
に
よ
っ
て
さ
ら
に
三
期
（
大
正

六
年
か
ら
七
年
末
・
同
八
年
か
ら
同
九
年
末
・
同
十
年
か
ら
同
十
二
年
）
に

分
け
ら
れ
る
。
新
進
歌
人
と
し
て
繊
細
な
写
実
風
の
作
品
を
発
表
し
、
同
人

中
に
着
実
な
地
歩
を
占
め
て
い
く
第
一
期
の
清
新
さ
も
捨
て
難
い
が
、
彼
女

の
個
性
は
や
は
り
も
っ
ぱ
ら
恋
歌
が
そ
の
大
半
を
占
め
る
第
二
期
に
あ
る
と

い
え
よ
う
。
第
二
期
前
半
の
恋
の
歓
び
は
、
芥
川
と
の
出
会
い
を
境
と
し
て

そ
の
作
品
に
徐
々
に
〈
愁
い
〉
の
色
を
濃
く
す
る
。
率
直
な
恋
の
歓
び
は
や

三
月
例
會
兼
題
『
春
風
』

四
月
例
會
兼
題
『
芽
』

五
月
例
會
兼
題
『
木
』

第
百
回
例
會
兼
題
『
百
』

夏
の
歌
・
七
月
例
會
兼
題

九
月
例
會
即
題
『
果
」
『
物
」

阿
部
龍
夫
君
送
別
會
席
上
詠

（
下
）
『
和
む
心
』
一
月
例
會

舅
昌
二
月
例
會
即
題

即
題
『
飛
ぶ
』
三
月
例
會

席
題
「
パ
ラ
ソ
ル
』
五
月
例
會

席
題
『
垣
』
十
一
月
例
會

〈
秀
し
げ
子
〉
の
た
め
に
Ⅱ

″
一
五
年
三
月
一
八
日

″
一
五
年
四
月
二
二
日

″
一
五
年
五
月
三
一
日

″
一
五
年
六
月
二
八
日

″
一
五
年
七
月
一
三
日

″
一
五
年
九
月
二
五
日

″
一
五
年
二
月
一
五
日

昭
和
二
年
一
月
二
六
日

″
二
年
二
月
二
一
日

″
二
年
三
月
一
五
日

″
二
年
五
月
二
四
日

″
二
年
三
月
一
七
日

″
第
二
面

第
一
一
面

第
二
面

第
七
面

″

第
三
面

″″″″″

が
て
身
動
き
の
と
れ
ぬ
自
身
の
立
場
を
（
愁
〉
う
く
哀
し
み
〉
へ
と
変
化
し
、

さ
ら
に
つ
れ
な
い
《
人
》
と
の
距
離
を
確
認
し
な
が
ら
孤
独
の
色
を
深
め
て

い
く
。
以
下
に
掲
げ
る
歌
は
す
べ
て
『
潮
音
』
で
あ
る
。

月
見
草
灰
か
に
匂
ふ
夕
ま
ぐ
れ
お
も
ひ
堪
へ
な
む
わ
が
憂
か
も

「
山
の
湯
」
（
五
巻
十
号
、
大
正
八
年
十
月
）

い
つ
し
か
も
肌
に
つ
め
た
き
風
ふ
け
ば
心
や
う
や
く
我
が
物
と
な
る

「
木
の
葉
の
音
」
（
五
巻
十
一
号
、
大
正
八
年
十
一
月
）

秋
の
日
の
わ
び
し
く
暮
れ
て
灯
と
も
れ
ば
人
を
遠
し
と
思
ひ
け
る
か
も

「
冬
近
し
」
（
五
巻
十
二
号
、
大
正
八
年
十
二
月
）

う
す
情
お
も
ひ
い
づ
れ
ぱ
些
か
は
い
き
ど
ほ
る
し
き
心
わ
く
か
も

〃〃〃〃〃〃ノノ〃〃〃〃〃

於
秋
元
松
子
氏
宅

四
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さ
び
し
さ
を
あ
つ
め
て
咲
く
か
野
の
は
て
の
露
い
ち
じ
る
き
白
萩
の
花

つ
れ
な
か
る
人
に
は
あ
ら
ず
一
輪
の
野
菊
は
我
に
背
き
て
さ
け
り

「
秋
思
」
（
六
巻
十
一
号
、
大
正
九
年
十
一
月
）

こ
う
し
た
詠
風
の
変
化
は
、
彼
女
の
歌
人
と
し
て
の
成
熟
と
と
も
に
、
や
は

り
背
後
の
芥
川
と
の
関
係
も
微
妙
に
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ず
に
は
い
ら
れ

な
い
。
ひ
と
く
ち
に
い
え
ば
、
し
げ
子
の
歌
は
、
い
わ
ば
社
会
的
に
抑
圧
す

べ
き
ほ
の
暗
い
私
の
情
念
を
核
と
し
な
が
ら
、
そ
の
噴
出
は
結
局
の
と
こ
ろ

伝
統
的
な
和
歌
の
表
現
の
枠
に
よ
っ
て
抑
制
さ
れ
、
そ
の
責
め
ぎ
合
い
の
な

か
か
ら
も
う
一
歩
新
し
い
表
現
の
地
平
を
獲
得
す
る
、
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で

に
は
至
ら
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
彼
女
の
孤
独
な
歩
み
は
、

や
が
て
歌
壇
結
社
と
し
て
太
田
水
穗
の
『
短
歌
立
言
』
（
大
正
十
年
四
月

岩
波
書
店
）
に
示
さ
れ
た
理
念
を
掲
げ
る
潮
音
社
の
流
れ
か
ら
次
第
に
遠
ざ

か
り
、
む
し
ろ
個
々
の
作
歌
の
楽
し
み
を
優
先
し
、
ゆ
る
や
か
な
つ
な
が
り

を
も
と
め
る
春
草
会
の
方
へ
と
向
け
ら
れ
て
い
く
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
同
時

に
秀
し
げ
子
が
文
壇
や
歌
壇
の
表
舞
台
か
ら
し
だ
い
に
退
場
し
て
い
く
し
る

し
で
も
あ
っ
た
。

ち
な
み
に
し
げ
子
の
作
歌
は
晩
年
ま
で
続
け
ら
れ
た
は
ず
だ
が
、
芥
川
没

後
の
し
げ
子
の
足
跡
に
つ
い
て
は
ま
だ
十
分
な
調
査
を
行
っ
て
お
ら
ず
、
今

後
の
課
題
と
し
た
い
．
た
だ
、
彼
女
の
表
舞
台
に
お
け
る
活
動
も
お
お
む
ね

関
東
大
震
災
前
後
ま
で
の
時
期
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
こ
ま
で
の
調
査
を

も
っ
て
ひ
と
ま
ず
一
区
切
り
と
し
た
い
。

な
お
、
本
図
表
は
日
本
近
代
文
学
会
関
西
支
部
春
季
大
会
（
一
九
九
七
年

六
月
一
四
日
於
神
戸
山
手
女
子
短
期
大
学
）
に
お
け
る
発
表
資
料
を
一
部

改
訂
し
た
も
の
で
、
当
日
の
発
表
に
際
し
て
は
多
く
の
方
々
よ
り
ひ
と
か
た

な
ら
ぬ
御
教
示
を
い
た
だ
い
た
。

注
（
１
）
本
稿
は
先
に
発
表
し
た
拙
稿
兵
秀
し
げ
子
〉
の
た
め
に
ｌ
ｌ
ｌ
芥
川
龍

之
介
と
の
避
遁
以
前
」
（
立
命
館
大
学
『
論
究
日
本
文
学
』
第
六
十
五
号

一
九
九
六
年
一
二
月
）
の
続
稿
で
あ
る
。
な
お
、
本
文
中
の
（
Ａ
・
Ｂ
．
Ｃ

な
ど
）
は
、
先
の
拙
稿
同
様
、
先
行
研
究
を
示
す
。

（
２
）
こ
の
年
の
『
潮
音
』
は
、
一
月
号
（
五
巻
一
号
）
か
ら
三
月
号
（
五
巻
三

号
）
ま
で
が
未
見
な
の
で
、
こ
の
間
の
掲
載
歌
そ
の
他
に
つ
い
て
は
確
認
で

き
て
い
な
い
。

（
３
）
『
讃
盲
新
聞
』
（
大
８
．
５
．
７
、
第
７
面
）
「
よ
み
う
り
文
墓
〔
よ
み
う

り
抄
〕
」

（
４
）
『
讃
責
新
聞
』
（
大
８
．
５
・
訓
、
第
７
面
）
一
よ
み
う
り
文
藝
〔
よ
み
う

り
抄
〕
」

（
５
）
岩
野
泡
鳴
「
巣
鴨
日
記
（
第
三
ご
（
第
十
二
巻
『
岩
野
泡
鳴
全
集
』
）
。
な

お
、
『
岩
野
泡
鳴
全
集
』
は
大
正
十
～
十
一
年
に
国
民
図
書
株
式
会
社
か
ら

発
行
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
、
昭
和
四
十
六
年
十
一
月
に
広
文
庫
か
ら

刊
行
さ
れ
た
復
刻
版
を
採
用
し
て
い
る
。

（
６
）
『
新
潮
』
（
大
９
．
６
）
、
Ｘ
Ｙ
Ｚ
「
文
壇
風
聞
記
」

（
７
）
当
時
、
文
展
の
審
査
員
な
ど
を
歴
任
し
た
画
家
・
小
堀
鞆
音
と
重
な
る
混

乱
へ
の
お
も
ん
ぱ
か
り
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

（
８
）
『
讃
賓
新
聞
』
（
大
９
．
４
．
５
、
第
７
面
）
「
文
墓
〔
よ
み
う
り
抄
〕
」 四
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（
９
）
『
讃
責
新
聞
』
（
大
９
．
４
．
皿
、
第
７
面
）
「
日
曜
附
録
〔
よ
み
う
り
抄
〕
」

ま
た
、
同
様
の
記
事
が
大
正
九
年
五
月
の
『
新
潮
』
（
「
文
藝
時
報
二
に
も

み
ら
れ
る
。

（
川
）
『
讃
責
新
聞
」
（
大
９
．
５
．
羽
、
第
７
面
）
「
よ
み
う
り
文
藝
〔
よ
み
う

り
抄
〕
」
。
ま
た
、
同
様
の
記
事
が
大
正
九
年
七
月
『
新
潮
』
（
「
文
墾
時
報
二

に
も
み
ら
れ
る
。

（
Ⅲ
）
三
嶋
章
道
「
六
月
の
日
記
」
（
『
新
潮
』
大
９
．
７
）

（
、
）
「
文
藝
時
報
」
（
『
新
潮
』
大
９
．
７
）

（
凪
）
間
宮
茂
輔
一
芥
川
龍
之
介
断
片
」
会
新
日
本
文
學
會
』
第
５
巻
第
５
号
、

昭
あ
・
７
）
ま
た
、
こ
の
講
演
会
の
日
時
は
、
鷺
忠
雄
『
年
表
作
家
読
本

芥
川
龍
之
介
』
（
平
４
．
６
河
出
書
房
）
を
参
照
し
た
。

（
脚
）
『
日
本
女
性
録
』
（
『
国
際
連
合
調
査
事
務
局
』
昭
和
四
十
三
年
四
月
刊
行
）

（
脳
）
大
正
十
年
二
月
号
『
潮
音
』
（
７
巻
２
号
）
の
目
次
で
は
「
龍
居
」
と
な

っ
て
い
る
。

（
肥
）
た
だ
し
、
筆
者
が
参
照
し
た
の
は
、
同
年
六
月
刊
の
再
版
で
あ
る
。

（
Ｗ
）
『
讃
盲
新
聞
』
（
大
川
・
８
．
Ｍ
、
第
７
面
）
〔
日
曜
附
録
〕

（
岨
）
『
讃
責
新
聞
』
（
大
皿
・
１
．
５
、
第
７
面
）
「
よ
み
う
り
文
藝
〔
よ
み
う

り
抄
ご

（
⑲
）
『
讃
売
新
聞
』
（
大
皿
・
２
．
刀
、
第
４
面
「
よ
み
う
り
婦
人
欄
〔
春
草

會
記
念
會
（
初
回
以
来
第
五
十
回
）
〕
」

（
加
）
『
讃
責
新
聞
』
（
大
皿
・
５
．
Ｍ
、
第
ｎ
面
）
「
文
藝
〔
よ
み
う
り
抄
ご

（
別
）
『
讃
責
新
聞
』
（
大
皿
・
加
・
７
、
第
７
面
）
「
よ
み
う
り
文
藝
〔
よ
み
う

り
抄
〕
」

（
秀
し
げ
子
〉
の
た
め
に
Ⅱ

（
型
）
『
日
本
女
性
録
』
（
前
掲
注
叫
）

（
刀
）
『
讃
責
新
聞
』
（
大
皿
・
３
．
Ｅ
、
第
皿
面
）
「
よ
み
う
り
文
藝
〔
よ
み
う

り
抄
〕
」

（
汎
）
『
讃
寶
新
聞
』
（
大
皿
・
４
．
型
、
第
７
面
）
「
よ
み
う
り
文
藝
〔
よ
み
う

り
抄
ご

（
お
）
『
日
本
女
性
録
』
（
前
掲
注
叫
）
に
、
秀
し
げ
子
の
現
住
所
が
番
地
ま
で
記

さ
れ
て
い
る
た
め
そ
れ
に
準
ず
る
。

（
麺
）
江
口
漠
「
そ
の
頃
の
芥
川
龍
之
介
」
（
『
わ
が
文
學
半
生
記
』
昭
犯
・
７
、

青
木
文
庫
）
。

（
刀
）
江
口
換
一
作
者
の
言
葉
」
（
前
掲
注
泌
）

（
羽
）
『
讃
売
新
聞
』
（
大
皿
・
６
．
，
、
第
４
面
）
「
よ
み
う
り
婦
人
欄
」
〔
春
草

會
詠
草
（
小
野
つ
る
子
氏
送
別
歌
）
於
山
水
棲
〕
・
会
の
告
知
は
『
讃
賓
新

聞
』
（
大
厄
・
６
．
５
、
第
７
面
）
「
よ
み
う
り
文
藝
〔
よ
み
う
り
抄
旨
に

詳
し
い
。

（
汐
）
『
讃
費
新
聞
』
（
大
胆
・
８
．
肥
、
第
７
面
）
一
よ
み
う
り
文
藝
〔
よ
み
う

り
抄
〕
」

（
列
）
『
讃
責
新
聞
』
（
大
皿
・
胴
・
刀
、
第
４
面
）
「
よ
み
う
り
婦
人
欄
〔
よ
み

う
り
抄
ご
に
「
春
草
會
い
の
ち
拾
ひ
の
會
」
《
畑
耕
一
竹
久
夢
二
の
雨
氏
が

幹
事
と
な
り
二
十
八
日
正
午
か
ら
本
郷
三
丁
目
燕
樂
軒
に
開
催
》
と
あ
る
。

（
弧
）
『
日
本
女
性
録
』
（
前
掲
注
叫
）
で
は
、
秀
し
げ
子
を
株
式
会
社
電
工
社
専

務
取
締
役
夫
人
と
伝
え
て
い
る
。

（
犯
）
た
だ
し
、
名
前
が
柳
し
げ
子
と
な
っ
て
い
る
が
、
春
草
会
で
し
げ
子
と
い

う
名
前
の
会
員
は
見
当
た
ら
な
い
、
ま
た
秀
と
柳
と
一
文
字
の
表
記
も
含
め

四



て
こ
れ
は
誤
植
で
あ
ろ
う
と
お
も
わ
れ
る
。

（
刃
）
『
讃
責
新
聞
』
（
大
旧
・
８
．
Ⅳ
、
第
６
面
）
一
よ
み
う
り
日
曜
附
録
」

一
本
文
］
秀
し
げ
子
「
日
光
に
て
」
昨
日
は
中
禰
寺
ま
で
上
り
ま
し
た
と

い
ふ
と
大
狸
な
元
気
さ
う
で
す
が
、
皆
な
自
動
車
と
車
と
乗
物
の
厄
介
に
な

る
の
で
す
か
ら
あ
ん
ま
り
え
ば
れ
た
話
で
は
御
座
い
ま
せ
ん
、
こ
れ
か
ら
信

州
へ
行
っ
て
暫
く
あ
そ
ん
で
ま
ゐ
り
ま
す
。
（
十
三
日
）

（
汎
）
『
日
本
女
性
録
』
（
前
掲
注
叫
）

（
お
）
『
讃
賓
新
聞
』
（
大
叫
・
７
．
３
、
第
７
面
）
「
よ
み
う
り
婦
人
欄
〔
春
草

會
詠
草
〕
」
。

ま
た
、
『
讃
資
新
聞
』
（
大
Ｍ
・
６
・
加
、
第
４
面
）
「
よ
み
う
り
文
藝
〔
よ

み
う
り
抄
〕
」
に
、
春
草
會
例
會
の
告
知
が
な
さ
れ
て
い
る
。

［
本
文
］
二
十
八
日
正
午
鎌
倉
北
川
浅
二
郎
氏
方
で
開
催
、
久
米
、
吉
井
、

里
見
氏
等
が
出
る
。

（
苑
）
こ
の
時
期
の
茅
野
雅
子
ら
の
消
息
と
し
て
以
下
の
数
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

『
讃
實
新
聞
』
（
大
Ｍ
・
川
・
皿
、
第
４
面
）
の
「
よ
み
う
り
文
墾
〔
よ
み

う
り
抄
ご
、
『
讃
責
新
聞
』
（
大
叫
・
皿
．
、
、
第
４
面
）
の
「
よ
み
う
り
文

墾
〔
よ
み
う
り
抄
〕
」
、
『
讃
責
新
聞
』
（
大
Ｍ
・
皿
・
別
、
第
４
面
）
の
「
よ

み
う
り
文
藝
〔
よ
み
う
り
抄
〕
」
な
ど
が
あ
る
。
春
草
会
が
催
し
た
歓
迎
会

は
以
下
の
記
事
に
よ
る
。
『
讃
賓
新
聞
』
（
大
叫
・
皿
・
配
、
第
３
面
）
〔
茅

野
雅
子
夫
人
を
迎
え
て
〕
と
あ
り
写
真
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
刃
）
『
讃
賓
新
聞
』
（
大
叫
．
ｕ
・
畑
、
第
４
面
）
「
よ
み
う
り
文
磐
」

（
犯
）
一
・
讃
費
新
聞
』
（
大
晦
・
５
．
Ⅲ
、
第
４
面
）
「
よ
み
う
り
文
藝
」

（
刃
）
こ
の
仏
蘭
西
料
理
店
エ
ム
プ
レ
ス
の
広
告
記
事
が
、
『
帝
劇
』
大
正
十
二

年
五
月
号
や
大
正
十
五
年
二
月
～
七
月
号
に
み
ら
れ
る
。

（
棚
）
一
．
讃
胄
新
聞
』
大
巧
・
６
．
刀
（
第
７
面
）
「
よ
み
う
り
子
供
の
ぺ
ｌ
ジ
」

欄

（
伽
）
芥
川
文
『
追
想
芥
川
龍
之
介
』
（
昭
元
・
７
中
公
文
庫
）

（
似
）
『
讃
責
新
聞
』
（
大
崎
・
皿
・
２
、
第
４
面
）
「
よ
み
う
り
文
藝
〔
よ
み
う

り
抄
ご
ｃ

（
幅
）
青
木
生
子
一
後
半
生
」
（
『
茅
野
雅
子
』
昭
柘
・
６
、
明
治
書
院
）
。
ま
た

青
木
生
子
氏
の
御
教
示
に
よ
り
、
『
雑
草
』
の
一
部
を
複
写
す
る
文
献
を
参

照
し
た
。

（
“
）
「
編
輯
後
記
一
（
『
雑
草
』
前
掲
注
心
）

（
鞘
）
宇
野
浩
二
「
芥
川
龍
之
介
」
（
初
出
は
、
文
芸
春
秋
社
か
ら
昭
二
十
八
年

五
月
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
、
昭
和
四
十
二
年
八
月
刊
行
の
筑

摩
書
房
版
か
ら
採
用
し
て
い
る
。
）

（
妬
）
芥
川
文
『
追
想
芥
川
龍
之
介
』
（
前
掲
注
判
）

（
幻
）
長
田
幹
雄
「
序
文
一
（
春
草
会
『
五
十
年
集
』
金
剛
出
版
）
な
お
、
こ

の
資
料
も
青
木
生
子
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。

（
梱
）
江
口
栄
子
「
解
説
～
晩
年
の
芥
川
龍
之
介
未
発
表
ノ
ー
ト
」
（
江
口
換
『
晩

年
の
芥
川
龍
之
介
』
昭
“
・
７
落
合
書
店
）

（
翌
岡
田
道
一
「
あ
と
が
き
」
（
春
草
会
『
五
十
年
集
』
金
剛
出
版
）

（
な
か
た
・
む
つ
み
本
学
大
学
院
博
士
課
程
）

四
四


